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ゎ

イ

カ
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イ
旅
行
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と
其
の
思
想
的
根
源-'
'

Etienne 

C
a
b
e
t

は
社
會
m心
想
家
で
あ
る
と
共.に
又
歷
史
家
.で
.あ
'る
。
'そ
れ
故
に
彼
の
著
作
は
此
兩
方
面
に
渉
つ
て
非
常
に
多
數
で 

あ
る
が
、
歷
史
家
と
し
て
の
作
物
は
今
兹
で
：問
ふ
所
で
'は
な
か
。
'.
:
'
ン

.
：
.

社
會
思
想
家
と
し
て0
彼
の
.代
表
的
著
作
1
1
1
1
1
ふ
迄
も
な
く「

イ
カ
リ
イ
旅
行
記.
V
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voyage'en;Icarie:

で
あ
：る
。
木
書
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力
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エ
の
共
寧
義
體
系
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par Th. D
l
t
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n
f

 d- 

r

lP
I
C

イ
カ
リ
イ
：.に
於
る
ウ
リィ
ア
ム
•
カ
リ
ス
ダ
ル
の
旅
行
及
胃
險
、
フ
ー
フ
y
シ
ス
•
ア
ダ 

ム「

ス
，の
_

ょ
り
霞
敎
師
デ
ユ.フ
リ
ユ
ィ
飜
譯
o
パ
リ
：

)

と
5

て
、
恰
I

ィ
リ
ア
ム
'•カ

リ

ス

ダ

ル

の

英

原

書

敎

師

弗~ 

デ
ユ
フ-

ユ
イ
が
1

し
た
も
0.
で
含
か
の
如
き
袭
を
採
つ
て
、
，匿
名
で
一
八
三
九
ハ

 
1

パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
つ.た
。
？) 

事
實
力
べ
エ
の
ト
リ
ッ
ク
と
も
知
ら
ず、
I

l

f

 

i國
A.
の
著
作
と
信
じ
て
ゐ
た
馨V
少
な
く
は
な
か
つ
た
。,
1
.
 

I
 

w

f
 

^
 

o

f
 

,

の
編
輯
S

如
I

亦
其. 一

人
で
あ
つ
た
。
翌
.四
十
年
一
月
此
摁
名
書
は
內
容
に
多
少
の
修
f

受
け 

M. 

0

1
 

; l
a
g
e

 en,Icarie 

.
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
非
常
の
好
評
を
以
て
迎
へ
ら
れ
写
爾
來
一
八
四
八
年
迄
に
.五
刷
を
重 

ね
た
。
本
書
は一’

八
四
七
年
I

逸
語
に
謹
さ
れ
て
I

に
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
全
篇
は
次
の
如
く
で1

C
 

I 

Icarienvvon 

M
. 

0

1
 

aus dem franzlchen. 

Von Dr. 

W
e
i

 

Hippier. 

P
I
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im Bar. Les 

Popular, 
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in.

、

p

.
茨
に
ミ
s
cu
a SP

P
I
e
r

と
あ
る
は
背
時
の
著
名
な
る
社
會
主
義
論
客ffierrmann E

w
e
r
b
e
c
k

で
あ
つ
て
ゲ 

オ
ル
タ
•ア
ド
-レ
ル
が
考
證
す
.る
が
如
く
 A

u
h
i
n
:

で
は
な
いo 

.本
書
は
又
英
語
及
ス
ペ
イ
ン
語
に
も
譯
出
さ
れ
て
ゐ
る
0

(

i
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4.

は
同
雪
出
版
年
記
號 

を
一
八
四
章
‘

し
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
勿
鐵
謬2

る
。

(

2〕

此
勸
はMorelly: EasiHa

に
類
似
す
る
？

(

3〕
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Bonnaud; 
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M
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J
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「

イ
カ
リ
イ
旅
行
記/
1

〕

は
三
篇
六
十
一1
$ハ
百
员
の
尨
大
な
ユ
ゥ
ト
ビ
ヤ
物
語
で
あ-る
。

(

1

0

筆
者
の
據
つ
た
版
本
は

j

八
四
八
.年
の
.，五
：版
で
あ'る
。
.以
下
總
て
此
版
本
に
よ
つ
て
豪
を
示
す
こ
ゴ

ミ
す
る
。

著
者
は
パ
リ
で
-
^
i
s-
a
m Carisdall

と
言
ふ
富
有
に
し
て
氣
ロ
 M

學
識
共
に
高
い
典
型
的
英
國
貴
族
と
識
合
に
な
る
。

一
八
三
脚
年 

倫
敦
で
此
紳
士
と
苒
會
す
る
。
：此
紳
士
は.幼
時
雨
親
に
'死
別
し
て
以
.來
、
人
類
に
裨
益
す
る
.一
切
事
物
の
硏
究
を
念
願
と
し
て
常
忆
旅

' 

行
を
伴
侶
と
す
る
抓
獨
の
人
物
で
あ
る
。

1

日
彼
は
_
分
の
緣
談
の
事
で
箸
若
を
訪
問
す
：る.が
、
'其
際
、
著
者
.の
机
上
に
立
派
.な
見
慣 

れ
ぬ
裝
釘
の
書
物.に
ふ
と
目
を
觸
れ
て
、
そ
机
は
.何
か
と
き
く

 •

著
者
は
、
そ
の
本
は
最
近.イ
カ
リ
イ
國
か
ら
歸
つ
た
友
人
.か
ら
贈
ら 

れ
た
も
：■の
で
、
同
國
の
字
引.致
文
法
書
で
あ
る
と
說
明
す
る.0
カ
リ
ス
ダ
ル
は
イ
カ
リ
イ
國
と
は
何
か
と
き
く.0
著
盏
は
友
人
か
ら
聞 

い
た
儎
を
話
し
て
き
か
せ
る
。
不
可
思
議
な
著̂
の
傅
へ
語
り
に
獵
奇
を
唆.ら
れ
た
旅
行
狂
の
力
リ
ス
ダ
ル
は
、-i
f
勃
た
る
旅
心
を
抑 

ベ
る
こ
と
が
出
來
ず
、
倉
皇
と
し
て
、
イ
カ
リ
イ
阈
觀
光
の
旅
に
'上
•る
。.
ー；八
三
：.五
年
十
ニ
月
1
1十
一
.
1日
偷
敦
を
出
發
し
て
、

一
八
三 

七
年
六
月
歸
箸
す
る0'
歸
，つ
た
力
リ
ス
ダ
ル
は
イ
カ
リ
イ
國.の.觀
光
に
感
激
興
裔
の
餘
り
、
狂
人
の
如
く
、
心
身
函
憊
し
て
、
著
者
の 

話
を
空
想
な
り
.と
嘲
笑
し
た
昔
日
の
悌
が
な
い
。
著
若
に
口
約
し
た
皿
り
に
旅
行
日
誌
を
著
者
に
示
す
。
日
誌
は
旅
行
中
の
奇
譚
に
、

胃
險
に
、
戀
愛
に
興
味
盡
く
る
所
が
な
如
の
で
著
漭
は
彼
に
そ
の
出
版
を
迫
る

o
彼
も
同
意
し
て
、
.日
誌
を
著
翁
に
渡
し
て
適
宜
に
取 

捨
補
：止
し
て
出
版
し
て
吳
れ
る
.や
ぅ
に
依
賴
す
る
。

「

か
く
て
力
リ.

K

ダ
-ル
のイ
カ
リ
イ

旅
行
日
記
は
著̂
の
乎
で
世
に
出
る
事
と
な
る
。 

こ
の
カ
リ
ス
グ
ル
の
見
聞
記
ょ
り
綺
卷
挪
の
如
く
繰
り
擴
げ
ら
れ
た
も
の
が
所
謂

「

イ
カ
リ
イ
旅
行
記

」

の
全
内
容
で
あ
る
。

第1

篇
は
四
十
ニi

l
l

百
餘
頁
か
ら
成
り
、
先
づ
イ
'カ
リイ
國
へ

の
縛
中
、
次
で

イ
カ
リ
イ
共
產
社#
の
實

生
活
の
見
聞
記
で
あ
つ 

.て
、
當
該
.理
想
國
の
政
治
並
社
會
組
織
、
住
宅
、
衣
服
、
食
事
、
敎
臂
、
淹
業
、
宗
敎
、
結
婚
、
風
俗
等
が
仔
細
に
渉
つ
て
描
寫
せ
ら 

れ
て
ゐ
、る
。
ン
 

-
V 
'
:
'■
•
 

第
二
^
は
十
九
.軍
二
百
四
十
餘
頁.か
ら
成
り
、
イ
方

リ
イ
理
想
鄕
の
創
成
史
、
財
貨
共荷
社
#
の
理
論
及
敎
理
デ
モ

ク
ラ
シ
イ
の 

史
的
發
股
及
財
貨
共
有
做
#
及
平
等
に
關
す
る
歷
代
の
著
名
铒
擧
者

の
見
解
が
述
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
？
本
篇
は

「

イ
カ
リ
イ
旅
行
記」

中
、

*
ベ
エ
の
共
產
主
義
體
系

 

七
ー
ニ
 

(

ニ
四
三
九
ル
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理

論

的

雪

：に
顧
し
彼
のi

主
義
が
：̂

仲
さ
れ
•て
1
.
0
, ニ 

, 

. 
■ 

_ 

■

、
 

第
三
傭
ほ
財
货
共
荷
社
會
の
原
則
及
敎
锞
を
耍
釣
し
た
部
分
で
あ
る
0

:

彼

藤
f

把
奪
ん
と
す
る
人
の
深
く
譲
す
ベI

f

第
一
I

I

あ
る
。
I

K

長

は

彼

の

邊

內
I

比
す
れ
ば
I

.
 

冗

長

と

愈

外

冷
f

マ
ン
夹
忐
％

は

含
己
一藤

賀

ラ

興

味

索

然

蜜
も
の
が
^
 ̂

'

 ̂

y 

A 

 ̂

ァ
•ル
モ
オ
ル
，、
、
テ
ィ
ーイ

ズ
の
木
窗
戀
愛
は
力
べ
，

H:
の
恐
す
る
所
で
は.な
，い
。

は8

も
文
でf

l

彼

の

標

的

は

マ

シ

ス

を

I

食
す
る
所Q

:
1

的
::
'
蒸

的

、■

的
、.社
會
的
I

で
I

。
：.力
べ
ェ
は「

旅
行
記」

の

序

节 

で
，I

て
ゐ
.る
、|

ヵ
：_リ
'イ
旅
_

は
ロ
マ
ば

德
、
翼

、
社
#
政
治
經
濟
(D
&
綱
要
で
.あ
るJ:
と
0

2
;
.
、

; 

> 

、

:

c
l
'
v
.c
f 

t;. v
^
a
g
e

 

s 

I
c
'a
e
. 5. ed:IS4.s. P. VI，

「

旅

還」

！

個
の
政.治
戸
オ
マ
ン
ス.で
當
タ
そ
の
價
値
は'思
想
的
內
容
片
在.つ
て
、
“
，
マ
ン
ス
ふ
し
.て
：りS

に
在
る
の
で.は
. 

1
い：。，

簾

P
,ォ
マ
ン'老

.も
て
：は
、“そ

篇

试

、
，
手
法
に
，於
て

I

麓

、.，
其

空

想

力
S

い
て
殼
か
な
も.の
で
は
な
く
、
.
含

*

.
て
彻
鄭
と
■
^

味』

し
く
決
し
て
成
沒
し
た
飞
の
と
は
言
へ
‘.ぬ
0
.
:获
に
觀
§
を
置
ズ
な
，ら
ば
讀
奔
は
當
初
ょ
り
失
望

'の
.外
は
ヒ
2
 

し
か
し
之
れ
は
t

い
•見
方
で
は
な
い
。I

ベ
‘キ
の
組
ひ
所
I

に
あ
る
の
で
は
な
い
.。
彼
の
眼
目
は.

I
述
べ
た
如
く
、

I

雜

度

容
I

す
る
。.此

霜

に

於

い

て

 ̂

 ̂

0 

^

-

^

^

0

「

太
陽
國U、

ヴ
i
?
.
K 

Q
「

セ

.
 

ヴ
ァ
ラ
ム
ズ
の
贊

」

.、
4
.レ
リ
イ.；の「

バ
シ
4

:

T

I後

陣

靠

す
f

の
：で

妻

て

、.
.
.
.
マ.ン
ス
-形
式
の
雾
と
し
て
は
決
し

i
I

I
1

!
iI

}

h i

_ 

.然
も
ば
何
故
に
力
べ
，
チ
は
自
己
の
狍
懷
す
る
社
會
思
想
を
吐
.露
す
る
た
.
め

：に

、

斯

、

る

.口

 

.

.マ

ン

ス6
.

形

式

を
.擇
ん
だ
の
で
あ
る
か
o
.
. 

彼
が
*

形
式
を
擦
ぶ
に
つ
い
て
モ
オ
ア
、

モ
レ
リ
ィ
、

力
ム
。ハ
ネ
ー
フ
等
に
暗
示
.を
受
# .

濟
事
は
勿
論
で
あ
ら
ぅ
。

し
か
し
、
そ
れ
丈
け 

.
で
$

い
.o
.
共
產
.主
_

の
原
理
は
そ
れ
自
身
難
解
で
あ
る
.0

そ
の
條
で
は
妣
人
に
生
嘯
且
不
可
斯
で
あ
づ
.て
到
底
姐
嚼
し
親
炙
せ
し
む 

る
#

W

が
な
.
い

::
°
之
を
世
人
の
間
に
普
及
し
、
浸
潤
せ
し
む
る
に
は
、
.
.平
易
-
に
.
而
も
.而
甴
く
解
か
ね
ば
.
な

ら

：ぬ
，。

.そ

れ

に

は

ロ

マ

ン

ス
 

の
形
式
が
最
も
適
枕
し
い
^

か
く
す
れ
ば
遊
閑
.

|

に
勞
せ
ず
む
て
不
知
不
識
共
產
生
義
の
眞
諦
が
會
得
さ
れ
.
る
？
か
、

る
配
慮
办
ら
彼 

は
-p

マ
、V

K

-i
l

i

を
擇
ん
だ
の
で
.あ

る

:0
尙
此
.點
■に

：つ

い

て

：力

べ

エ

自

身

の

ロ

を

借

り

令

ぅ

。

『

自
八
i

t f
:

會
吣
、
ぼ

m

^

51
f

e

に
^
學
的
體 

系
を
解
明
す
る
た
め
に
ロ
‘
マ
ン
ス
を
作
る
。
何
故
と
い
.
ふ
に
そ
.れ
'
が
.最
も
錯
線
し
_且
.
つ
最
も
«

難

な

る

體

糸

を

琊

懈

せ

し

む

る

た

め

.に 

最

.%
簡
單
、.最
も
自
然
、最
も
聰
明
な
る
形
式
で.あ
.る
：と
自
分
は
深
く
確
信
す
る
：か
ち
で
あ
る
。
又
自
分
は
唯
、
物
識
の
た
め
に
書
く
.の 

で
は
：な
乂
、
，
全
诋
人
の
た
め
に
書
き
た
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
:0
又
自
分
は
婦
人
に
亂̂.
れ
.る
.こ
と
を
熱
望
す
る
か
ら
で
あ
る。
' 又
自 

分
は
口
.ン
ド
ル
セ
，エ
が
言
つ
た
如
く
’
科
學
的
齚
句
の
濫
用
の
た
め
に
屢
中
自
分
の
思
想
を
豪
無
し
に
し
た
經
濟
學
激
及
そ
の
模
倣
漭 

達
の
真
似
を
し
た
く
な
い
か
ら
で
あ'る
。
自
分
の
考
違
ひ
か
も
知
れ
な
い
が
：
自
分
が
：

「

ト
ビ
ャ
：

J
,

か
ら
考
ベ
付
い
た
此.
式
は
、 

近
代
の
作
家
が
類
似
の
問
題
を
取
扱
ふ
た
め
に
擇
ん
だ
如
何
な
る
形
式
ょ
り
も
勝
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
思

.は
れ
る
。
自
分
は
無
論-i
M
^
Q
 

御
寬
恕
：を
乞
は
ね
ば
な
ら_ぬ
、
へ
踩
にロ
マ
ン
ス
の
部
分̂

®

に
對
じ
て
。
。
し
か
し
此
部
分.は
寧
ろ
唯
、
從
屬
收
部
分
で
ある
に
す
ぎ
な 

い
o
縱
令
こ
の
ロ
マ
ン
ス
の
讀
索
が
ニ
，三
人
セ
あ
つ
て
も
、
；そ
れ
等
の
入
：

.々
：が
皆
、.
#擧
的
勞
作
に
着
目
し
て
奥
れ
ば
、
自
分
の
.自
的 

は
達
^
ら
.れ
^
の
.：で
.あ
，る』

ー
と
0。
註

〕

：
パ
ン
ぐ
.
：
：
‘
.
：
.
.

「 

■

.(

独)
C
a
b
e
t
;

 

V
o
y
a
g
e

 

c
n
j
c
a
r
i
e
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■
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.
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- 
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■

-
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:

へ
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.
 

. '
ノ 

ノ 
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.

•»
^

ン
汰
.爐
を
擇
'>
1
/だ
.ヵ
バ
土
_の
眞
意
は
こ
れ
..に
ょ
:0
セ
.全
く
§
^

で
多
.る
'0
::

-
-
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.
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•
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次
に「

旅
f

」

'の
通
的
源
泉
ソ
f

彼

が

共

管
f
 

I
奮

に
就
^

』

い

一

け

ま

擧
'

'.9
も
ダ
は
ト
ォ
マ
ス
、.モ
'ォ
了
の
：影
響
で
あ
る
。
旣
に
一
言
し
た
如
く
、
筆
禍
に
故
國
を
追
放
さ
'
て
命
软
こ 

„

i

l

l

_

l

gっ
て
歷
史|

|

沒
頭
し
た
。
此
不
屈
の
硏I

結
f

、
,

3

 

J

l

r

,
 

 ̂

言

f

. 

I

f
，ご 

P

I

.

.

S

H

I
 

des 

f
 

l

:

l

f

f

t

と

な

奮I

。
.
し

か

し

彼

豪
i

單
にf

 

I
づ
I

、
換
言
す

ん

と

と
I

的

と

すt

のS

な

ぃ

。
，
蕾

硏

究

は

、
：
彼
に
.
と
っ

H

t

i.
t

H

び

か

|

感

|

時
i

i

l

l

l

l

l

lが」

.n

』

 

じ

彼

 

I

J

i

f

 
態 

i

l

s

l

f

 

謙

|

 
向

左
こ
れ
で
あ
っ
た
,0
か
▲

時
代
に
彼
の
I

I

は
れ
た
も
の
が
こ
れI

屢

-
其
名
を
聞
ミ 

M

む

ん

馨

f

 

の「

"

ゥ
ト
ピ
ャ

」

I

た
。

「

ミ

i

 

f
 

f
て
冥
変
ぅ
し
た
o:
こ
れ
ま
で
唯
財
貨
共

r f
T f
_

?'
:
i
f
?
く 

f
潜

め

た

繁

、
遂

屋

l

l

i

l

i織は
共
產
主
義

I

て
外

I
, 

へ

辱

へ

看

1

1

1

.
い
.。
そ
.の
體
系
I

多
I

f

有

し

麗

言

實

行

に

堪 

i

d減
"S 

で
！

が
、
力
べ
土
を
し
て
財
貨
共
有
制
の
問
扉

I

 ̂

- 

>爾
口
は
.

「

ユ

：.：

ゥ

す

ヒ
J

で

あ
つ
た
と
言
は
な

け

れ

ばI

.な
い
‘

^

「

旅
行
記」

で
火
3

く

方

H

f

T

l

sト
ビ
ャ」)

に
は
多
繁
|

裘

す

泛

不

拘

、
8

|

の

根

本

卷

运

く

レ
^

^

^

^

I

I

I
制
I

に
っ
I

l

f

た
。
.
1

1

1
て
f

と
同
楼
;

^

と
'じ
て
擯
け
る
育
3
1的
偏
兄
に
支
»
せ
ら
れ
て
、.
.嘗
て
こ
れ
を
深
く
究
办
る
暇
が
な
か.つ
た
0
し
か
る
に
熟
考
す
れ
ば
す
る
程
、
この 

觀
念
が
空
想
と
思
は
れ
な
く
な'つ
た
。
:
.
•自
分
は
自
分
が
遂
に
人
類
の

1
.

切
の
禍
寒
に
對
ず
る
匡
救
手
段
を
見
出
し
た
時
の
喜
を
言 

ひ
表
す
蕻
が
出
來
な
い

1

と
。9
X又
同
樣
の
事
を
他
の
著
作
の
中
で
言
つ
て
ゐ.る
、

『

自
分
を
し
て
財
貨
共
有
制
.を
硏
究
す
る
に
至
ら
し 

め
た
も
の
は
、
ィ
ギ
リ
ス
'で
譲
ん
だ
ト
オ
マ
ス
.

•
モ
.オ
ア
の「

ユ：ゥ
ト

ピ
ャJ

.

で
あ
る
。
此
制
度
は̂

頭
ょ
り
、私
を
非
常
に
驚
か
し
た"
 

そ
の
た
め
自
分
は
書
物
を
閉.じ
て
持
前
の
冥
想
に
耽
つ.た
が
、
そ
れ
：に
ょ
づ

)

で
最
も
完
全
な
る
信
念
に
到.達
す
る
に
至
つ
た』

と
。
S

r
l ノ 

o
p
s 

.

. 

?
 ̂
 

 ̂

§
- 

.
0
^
3
 ̂

& 

 ̂

^
o
*

•
T
2

)

n
ao-
e
t
,
:
. 

voyage .en.Jcarle..-.5 

s
. 

.
J

oo
-f
e
，
.
.
p 
玲2S'P... 547,54s.......

Y
3.
.
V

oabet:'Toute :le'V6rite. auipeup

rtou 

R
e
f
u
t
a
o
n
'
d

tl
a
-
. 

pampset calom

s.utsr. Paris,' IS42 , p, 39 ,

モ
オ
ア
に
暗
示
を
得.て
自
己
の
共
產
主
義
の
體
系
付
け
に
着
手
し
た
ヵ
べ

H,

は
I、
.廣
く
是
に
關
す
る
古
今
の
文
献
を
渉
獵
し
、
''
'
之
れ 

に
ょ
つ
て
自
己
の
體
系b
吟
味
レ
、.愈
:-
':
»
-
脉
信
を
固
ぅ
し
た0:
彼
の
ー
渉
獵
が
如
何
に
廣
沉.に
.ー
旦
办
、

」

周
到
で
あ
る
か
は「

旅
ft
記」

，.第 

!

一
篇
第
十H

寧

.

「

平
等
及
財
貨
共
有
制
に
關
す
る
諸
将
學
衮
の
意
說

」

：を
窺
ふ
者
の
.必
中
驚
歎
す
る
所
であ
ら

ぅ

。遠
く
古
代
の
リ
 々

ル
ダ
ス
、
T
ジ
ス
、
ビ.タ
コ
ラ.ス
、
ソ
ク
ラテ
.ス
、
ブ
ラ
十
.ン
に
筆
を
起
し
：てラムネ、

シ
ス
モ
ン
デ
の
現
代
に
到
る
迄
、
そ
の
間
線 

ゆ
る
社
會
思
想
家
を
引
照
し
て
餘
す
所
無
く
、
.夫
々
の
體
系
を
逐
次
檢
討
す

，
る

力
，へ'
,千
の
.勞
力
と
根
氣
と
は
全
く
敬
服
の
外
は
な
い
。

力
、、へH:

は
、
先
づ
自
己
の
共
產
生
義
の
體
系
付
を
完
了
し
て
然
る
後
、
ft
社
會
思
想
家
の
體
系
を
渉
獵
し
て
，愈
*
自
說
を
堅
持
す
る
忆 

到
つ
た
と吿

*:

し
て
、
諸
家
の
影
響
を
度
外
視
し
、
.暗
に
：自
己
の
；獨
創
を
誇
る
か.の
-如
き
態
度
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
，こ
れ
は
彼
の
增
長 

と
し
て
彼

の

，た
ぬ
.に
惜
ま
.れ
る
，所
セ

：あ
る
。■吾
人
.■は

寧
ろ
彼
の
體
系
が
そ.の
完
成
.に
際
し
て
是
等
'の
諸
家
に
負
ふ
所
の
決
し
て
勘 

か
つ
..た
事
を
詉
め
て
、
彼
に.頂
門
の1

針
を
與f

ん
と
す
る
も
め
■で
あ
^
;°
,

:

. 

-

力
べ
工
の
共
產
生
義
體
系
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，
次
I

督
敎
の
感
化
を
數
べI

れ
ば
な
：ら
ぬ
？
爲

そ
.の
—

主

義

產

を

ブ

翠 

基
督
敎
は
產§

 

敎
義
で
あ
る
。
從
.っ
そ
友
愛
的
出
發
す
る
彼
の
共
產
主_
蓮
督
の
敎
蒙
體
現
せ
ん
と
ず
る
為
で
あ
る
。
■彼
眷
っ
て
ゐ
名
、2
ロ 

ィ
カ
リ
ィ
共
產
裏
は*
の
.棊
督
歆
で
|

ハ
菩
等
は
I

甚
督
敎
徒
で
：f

、
ィ

晋

.等
の
.法
典 

人
の
は
ィ
.，

H

ス
•の
福
音
で
‘あ
b

>菩
等
の
指
#
者

，は

彼

の

敎

理

で

'あ
.る
1
と
^
1
-彼
に
於
.い
て
は
、
共
產
主
義
は
即
ち
^
#
敎
に
外 

な
6
ぬ
。
こ

ひ
.點
、
.
ツ
イ
：ト
.9

^

ク
、

ビ
エ
.ル
，.
ル
ル
.
.ウ
、
.
ラ
ム
ネ
と
迪
戟
$:

同
ぅ
ず̂

 ̂

ト

(

1
-
> 

 ̂

0
0
^
0
3
.
 ̂

^
O
M
^
a
B
O 
p 

M
W
.

. 

s

 
フ
ラ
ン
ス

俗
フ
ラ
ン
ス
革
命
史」

四
卷
其
自
身
が
雄
辯..に
物
語
各
0
:
:
.彼
.に
ょ
松
f -
a.
jH

平
.等
及
財
謂̂
:
.有
制
'の
敎
理
は
フ
ラ
シ
ス
火
革̂
、
‘ ロ
ベ 

ス
ビH

.

ル
，
サ
ン
ぶ
ナ
ス
ト
ハ

i

ブ
オ
：ナ
.ロ
：，
チ
、
：卖

が

ラ

、
ボ•ド
ソ
ン
の
敎
理
，
f

っ
た
o
へ
：？

義
體
系
の
構
成
に
有
力
な
る
砥.礪
.と
な
っ
た
事
は
言
ふ
迄̂.
な
い
。
：
：

' 

-
.
.
.

最
後
に
バ
ブ
ゥ
フ
.主
義
の
影
響
を
特
筆
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
.ブ
ゥ
フ
主
義
は
一
八
三
〇
屯
以
來
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
チ
の
著
作

? 

等
者
陰
謀』

と
彼
鼻
の
來
销
と
.に
上
っ
て
11
生
し
-
歡
來
益
ノ
强
化
鑛
大
し
セ
當
時
の
社
會
運
細
を
指
墙
す
る
に
到
っ
た
。
ブ
ォ
ナ 

■■
«
ッ
チ
の
來
怫
に
志
て«
を
中
.心
.に
バ
.ブ
ウ
フ
主
蓊
硏
究-の
酸
座
が
開
か
る
：̂.
や
、
.カ
べ
：エ
も
逸
早
く̂

に
走
せ
#
じ
た
の

固
ょ
り 

彼
は
バ
ブ
ゥ
'フ
主
義
を
奉
肀
る
も
の
で
ゆ
な
が
っ
た.が
、
彼
が
夙
に
斯
思
想
に
少
か
：
|

る
：關
心
：を.抱
.い
て
ゐ
た
事
；が
こ
の
事̂

'て
.窺
は
.れ
1

通
俗
フ
ー
フ
ン.

5
命
史
.■し
.の
著
作
I

て
も
、
パ.ブ
ゥ
フ
の
敎
理
及
陰
謀
の
論
；評.に11

平
餘
‘员
と
い
.ふ
過
分
'の
紙
數
を 

m
愛
し
て
ゐ
る
？
以
て
こ
れ
に
舞
す
る
彼
の
關
心
の
程
が
霞
さ
れ
る
0
:彼
の
共
產
、_

體

系

の

，
髮

に

當

0

て
、
.バ
ブ
ゥ
.フ
..、
_

が 

貴
蜇
な
る
他
山
.の
石
と
し
、：て
、
切.磋
の
任
を
致
し
.た
事
は
蓋
.し
.大
.な

.
^
も

の

が

あ

：
つ

た

で

私

ら

う

-0
'
'
.
'
'
: 

,

:

. 

:

•.

ノ
 ：

然
る
に
：：イ
ブ
ゥ7
主
義
の
劝
を
說
く
の
餘
な
る
餘
、.上
記
の
事
實
を
極
端
に
推
及
し
て
、

「

イ
ヵ
リ
イ
旅
行
記」
を
以
て
本
質
的
にV

广 

ブ
：ゥ
ラ
主
義
：の
感
化
め
賜
物
戈
务
る
と
說1
刚

考

が

あ

：
焉

：
：
：
ヵ
.
パ

キ

■

1

サ
シ
：

(

シ
ネ
は
と
れ
冷
あ
名o::

此
兩
人
部
に
^
べ:.
.',-
エ
：，
^

へ
ブ.？
フ

ょ

成

廣

尤

類

似
- £

旱
; ^

を
對
照
し
て
自
說
；の論證に力
 

め
て
ゐ
る
C
C
1
V
; 

'

其
努
カ
.は
多
と
し
な
け.れ
ば
故
ら
な
.い
。
し
か
し
吾
人
の
觀
る
所
に
：ょ
れ
ば
、
是
等
の
類
似
は
兩
體
系
の
.枝
葉
部
分 

_
に
厲
し
：て
、.：
樞

要

部

杧

關

：す

：る
：も

. 0
:で
：麻

な>

。

又

菇

等

の
_

似

尥
_
^

の
體
系
に
關
し
て
も
屢*
.發
見
せ
ら
る
、
底
の
も
の
：で
あ
る
。
兩
體
系
：の
從
屬
的
部
分
の
：類
似
ょ
り
も
樞
耍
部
分
の
相
違

こ
そ
^
過
し 

.て
は
な
ら
な
い.。
小
同
'に
就
て
大
異
を
閑
却
ず
る
が
如
き
は
堅
く
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.。
.

:

.
以
上
述
，ベ

所̂
を
要
約
ず
れ

.ば、
：力
べ

I
.
H
.
,

の
共
產
主
：義
：の
稂
原

.は四
で

I
O
.
第
：r

は

：
モ

オ

ァ

：
め

：

「

ユ
.

：

ゥ
ト
ビ
ャ
し
第
二
は

.
^
#
敎
、

.第

！
一
：
.
は

 
f

:ン
 K

 
大
革
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V
I

社
會
批
評.：

■:
,■辄
行
社
會
組
織
に.對
ず
：る
勿
^
.石
の
：批
判
的
見
解
は
就
中
、

「

イ
ヵ
リ
イ
旅
行
記」

第
一：

篇
第
一
一
章「

舊
社
會
組
織
の
禍
悪

」

の
中
に 

.

.最
も
明
確
に
且
'つ
：系
銃
的
：に‘之
^
窺
ぶ
事
が
出
來
る
？
第.
1ー
篇
ぢ
於
：て
：.ヵ
べ
芦
は
<
ヵ
.
4イ
國
屈
指
0
央
家
.デ
^̂
 

:イ

全

，
史

を

敍

說

：
せ

し

む

.る
。
^
ィ
：.ナ
へ.ロ
：
の

說

沁

革

命

兒

イ

.ヵ
ル
出
現
前
：の
イ
为”
イ
&
^
^

，き
も
-の
な
：る
：こ
と
は
力
べ
ヰ‘の
自
ち
貢
へ
^
所

に

よ

つ

，
て

叨

か

.で
あ
:?
>。<
:
1
> 

.;.

イ
.为
3
イ
國
は
其
創
生
：の
當
初
ょ
り
決’し
て
：共
產
.社
# 

/
:力r

エ
ー
の
叛
摩
主
義
體
系
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'

力
：ベ
.ノ
のI

I
摩

：
 

八
'〇

(

ー
ー
四
四
六.

) 

で
は
な
ズ
，

：

ー
七
八
<ー
率
の
祖
會
潇
の
：成
就..を
俟
て
_初
め
^
共
產
^̂ 

一
一
一 

年
皇
て
茲
杧
財
貨
典
有
社
會
は
党
全
な
名
體
響
備
董
；に
到
^
た
の
で
あ
る
。
前
記
第
一
一
章
に
於
て
ディナ
，̂
は
こ
の
%

#

_ 

當

時

の

イ

力

刃

イ

.
社

#
.組
織
を
仔
細
に
苴
：て
：絮
說
し
、
其
缺
陷
を
忌
憚
な
く
暴
露
-し
て
ゐ
る
。
デ
ィ
イ
ロ

■£
日
ふ
所
が
又
現
行
比
會M 

織
に
對
す
る
力
：ベ
：本
自
身
の
批
判
的
見
解
た
.る
<<
:き
や
敢
て
.贊
す
.る
迄
も
な
：い0へ

：

：

(

1〕
o
a
b
e
t
:

 

y
o
y

 

私
e 

咨 Icarie* 

5 

氐

し
00
400
. p. 

3
0
S
.

力
へ
エ
/の
尉
:#
#
許

に

は

、

其

前

播

と

な

る

，
べ

>
觸
特
の
，鄕
論
的
教
理
と
言
ふ.べ
き
も
の
.は
衣
い
0
そ
の
發
足
^
は
十
七\
||
*ー
己
3 

自
然
法
的
社
會
苋
瓶
象
に
見
る
が
如
含
獨
斷
、

」

素
朴
の
見
解
で
あ
る0
ヒ
の
意
味
に
於
い.て
彼
の
批
評
的
態
度
は
全
體
と
し
て
、
.モ
す 

ァ
-
モ
レ
U

ブ
リ
ィ
、
ル
ソ
オ
、
バ
才I

と
同
巧
異
着
I

て
、
其
間
僅
に
時
代
的
相
違
の
聊
か
說
明
內
容
に
投
影
せ
る 

I

の
み
.で
1
.
0 

.

斬
新
、
.霊

.且
獨
創
の
風
は
殆
ん
ど
認
む
ベ
く
も
な

S

 

o前
記
諸
思
想
家
の
著
作
を
熟
知
せ
る
も
の
に
と
っ
て
、 

力
へH

の
所
觅
は
興
味
索
然
、.聊

か

得

な

い

も

の

が
..あ

辱

；あ

彦
^
^

し
な
い
事
は
赌
で
あ.泠

；..：-:‘
'

.

^

■ 

. 

.

.

.

. 

- 

>
' 

. 

.

.. 

- 

- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.文

：
エ.忆
«
れ
ば
祖
#

1織

，の

根

本

的

罪

禍

は

(

.ー

.

)

_
 

貨
雜
で
あ
る
。
こ
は
力"ヽ
エ
を
■
 

づ
馘
に
，_
腐
.と
な
れ
'̂
常
蜜
の
.見
解
で
あ
る
。
，

，
V

:

:

.

.

」

而
し
，K

I
の
#
禍
沖
、
就
中
他
の.：鄂
禍
の
發
動
機
龙
る
夢
プ
の
根
本
的
罪
禍
は
富
の
不
平
等
で
あ
る
0
: : :

:

.

.

.

0
民
.
1员
蜜
»
者
、
.幸
福
者
と
.不
库
者
、
壓
迫
若
と
被
證.者
.に
分
被
せ
し
め
 

_憎
惡
並
杧
下 

斷
の
.鬪
#
を
も
た
ら
し
^
も

-<
0
.对
實
忙
こ
の
不
平
等.で
ぁ
，る
9 

.

と
の
富
'

Q

木
平
等
に
次
い
で
第
一
一
の
根
本
的
罪
覦
は
私
有
財
產
權
で
あ
る
。

ロ
ォ
マ
法
は
之
を
自
然
に
ょ
つ
て
創
造
さ
れ
た
財
貨
を 

利
用
し
且
つ
濫
用
す.る
の
權
利
と
な
り.と
定
義
し
た
。
：
か
、
る
原
則
に
據
て
粧
服
.者
即
ち
貴
族
階
級
は
一
切
の
領
土
並
に
一
切
の
動
座 

を
^
領
し
た
。
即
ち
偕
藓
し
、
窃
取
し
た
。
そ
し
て
彼
等
相
亙
の
間
に
之
を
不
平
等
に
分
割
し

.た
。
そ
の
結
粜
、
或
者
は
極
端
に
常
行 

豪
奢
，と
な
る
に
至
つ
た
。
此
時
以
來
是
等
の
征
服
者
は
自
己
の
財
產
を
不
可
侵
且
.つ
神
聖
た
ら
し
む
ベ

く

幾
多
の
法
律
を
制
定
し
て
入 

民

，
や

奴

隸

の

側

か

.ら
す
る
’

一

切
の
毀
害
？:
.窃
盛
犯
罪
と
宣
告
し
て
、
自
己
の
防
壁
を
高
く
し
た
。
財
產
の
他
に
離
散
せ
ん
事

5:
恐
れ
て 

彼
等
は
介
党
相
續
法
、

：

長
子
相
續
法
を
制
记
し
て"
一
は
财
産
の
賣
質
を
禁
じ
、
他
は
長
子
を
し
て
'家
父
の
財
産
を
相
續
せ
し
む
ベ
き 

を
命
じ
た
。
こ
、れ
に
ょ

：

つ
て
貴
族
階
級
は
永
久
に.

1

切
の
富
を
そ
の
掌
中
に
收
め
、
他
方
、
人
段
を
し
て
永
遠
に
貨
窮
の
境
涯
に
陷
れ

. 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

. 

I 

• 

... 

.
.
.

て
し
ま
つ
た

o
.
後
に
至
つ
：て

.介立
相
續
法
、

-長子
法
は
廢

|1
:さ
れ
、
而
し
，て
一
切
の
財
產
も
そ

'の
譲
渡
を
許
さ
れ
る
事
と
な
つ
た
。

し 

か

貴̂
族
階
級
は
或
ひ
：は
家
柄
の
特
權
に
ょ
り
若
く

.は

.他の
何
等
か
の

.方法
に
ょ
つ

'て、
可
及
的
大

.なる
富
を
獲
得
し
、
，集
積
す
る
無 

制
限
の
權
利
を
常
に
留
保
し
た
。
こ
れ
に
ょ
.つ
て
貴
族
及
賓
有
な
る
ニ
三
の
ブ
ル
ジ

3
ヮ
ジ
ィ
は
常
に
富
を
獨
占
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
 

常
に
自

Bの
獨
占
的
利
益
.の
た
め
に
法
律
を
作
成
し
た
も
の
は
獨
り
、
貴
族
で
あ
る
。
最
も
勘
勉
に
し
て
有
德
な
る
貧
箸
が
唯
、
侮
蔑 

と
屈
辱
し
か
受
け
な.い
：の
に
、
.富
者
は
惡
德
と
罪
過
.に
汚
れ
.て
も
、
財
產
に
ょ
つ
て
■
力
と
尊
敬
と
を
受
け
'
ゐ
る
。
何
れ
も
ァ
リ
ス 

ト
ク
ラ
ッ
ト
の
.定
め
し
所
，で
あ
る
。

}全
人
民
は
そ
の
名
稱
こ
そ
持
た
ぬ
，が
、
事
實.は
貴
族
の
奴
|
|で
あ
る
,0
人
民
は
貴
族
.の
.た
め
に
絕
へ
ず
勞
苦
す
る
。
貴
族
は
嘗
て
人 

民Q
'

た
め
に
寸
事
の
な
せる
所
が
な
い
。
古
代
奴
隸
民
た
り
し
こ
れ
等
の
國
民
は

：

夙
に
懈
放
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
解
放
と
は
唯
言
葉
の 

上
：の
み
タ
そ
の
自
凼
は
部
分
的
且
つ
不
完
全
に
：

4
.て
特
宠
審
物
ヒ
對.す
る
市
民
的
自
出
,0
务
：
.何
等
政
治
的
自
F1
1
の
之
に
伴
ふ
無
し
。 

さ
れ
ば
#
等
.の
所
謂
自
rl
.
1は
常
に
.現
實
的
！|
«に
外
.な
ち
ぬ
。
，人
興
の
各
家
族
杜
最#
個
^
の
貴
族
の
奴
隸
ス
は
財
產
で
は
な
い
。
し 

，
べ
エ
の
共
商
主_
體
系
：

.

,A
1 

(111:11
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如

し

麼
_

灌

せ

て

全

貴

遍

級

礙

碧

身

財
: #
办
る
。
倉
馨
は
全
人
民
を
領
有
し
常
に
彼
等
を
集
合 

.

.■
■宰
に
而
も
截
タ
#
る
條
仲
の
.下
：飞
搾
取
七
,

.
自
！

呼
仗
る
>

 ̂

.

.::::

人
5

ふ
こ
の
奴
隸
は
f

 

s

f
れ
、
：繁

^̂

參
夜
.
'^
^

^
--
1
の
ヵ
べ
.
機
械
の
如
く
勞
働
す
べ
く
餘
儀
な
く
せ
ら
る
、0
而
も
そ
，の
勞
働
た
る
や
不
絜
、
不
喻
快
、T
健
菸
、

，趣
卫
'
J
險
千
离
の
も
の
で
あ
る
。
 

： 

：：

•…

：

.「
；

過
度
の
，勞
働
は
兒
宽
の
精
氣
を
奪
ひ
、
妣f

養

耗

遵
、
^
A
t 
f

o

老
年
迄
生
命
を
全
ぅ
す
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
多
く
.は

_
.衰

旧
&

病
叉
は
不
鐾
蔡
に
皁
遞
し
て
し
ま
ぅ
。
多
數
の
；勞
働
者
は
身
心
退
化
し
、
婦
人
は
女
性
の

.

柔
軟
、
優
美
と
醫
と
を
失 

ふ
o.

勞
働
者
と
貴
族
を
比
較
す
る
と
全
く
別
人

®

g
®

が1

6

一
：發
便
著
の
.f

桑
銀
は
猶
廉
で
、
到:'
«
衣
食
住
を
.償
：ふ

克

孟

.く
、)

常
に
將
來
の
不
安
に
懊
惱
し
て
ゐ
る
。
多
く
裏
ふ
に
。、 

:
ン
も
肉
も
無
べ
、.衣
.る
に
着
物
f

常
S

■
に
建
つ
ベ
ろ
ひ
、
^

_

論
り
貴
族
處
驾
そ
の
飼
鳥
畜
犬
に
も
劣

>

、
*

代奴
！！

ょ

り

も

悲

慘

で

あ

る

。
、
而
も
多
く
の
.も
の
は
仕
事
を
得
る
こ
と
さ 

ベ
出
ぃ
來
ぬ
。
飢
饑
：に
馳
ら
れ

.

て
貧■

貴
族
の
薦
に
手
を

^

^
 

窃
盜
と
呼
ん
で
彼
を
投
獄
し
、
死
刑

.

，
人
は
老
若
與
女
が
傭
死
し
、
_

す
る
の
を
遲
い
見
受
る、
.彼
等
は
又
義
の
餘I

殺
す
る
。
叢

を

脫

れ

し

む

る

を

殺
す
父
親
母
親
を
見
、る
。

:
: 

. 

.

■

:

•
\

. 

:

-

楚
等S

S

禍
に
對: L

て
は
、
；
救

震

、
施
，

慈
善
設
備
ノ
養
老
院

-

.

救
貴
院
等
の
救
濟
手
段
比
.文
字
通
り

九
牛
の
一
1

る

忙
す
ぎ
な 
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富
め
不
平
等
八
私
有
財
產
に
次
い

.で第
1ー1の
极
本
原
因
は
貨
幣
で

.あ；る
。
,

,
■
.

.

,

本
來

”貨
幣
拟
社
ぎ
の
利
益
に
役
立
つ
た
め
に
發
明
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

.然る
に
貧
幣
は
土
地
產i

を
向
然
の
儆
.で
蓄
ふ
る
事 

の
出
涞
な
か
つ
た
貴
族
に
對
し
て
鬼
等
坐
產
物
を
貨
幣
に
變
へ
、
金
錢
を
蓄
へ
而
し
て
斷
へ
ず

そ

の
富
を
增
大
す
る
便
益
手
段
を
提
供 

し
た
。

こ
れ
，が

.ため
瓧
會

0
不
幸
は
ー
入
增
大
す
る
こ
と
と
な

;0
た
。

:«
幣
は
か
く
の
如
く
ー
切

(0
事
物
を
代
表
す
る
が
故
に
、
世
人
パ 

は
！
；

貨
幣
、
富
を
将
る
ヒ

の̂
み
に
輝
心
す
る
。
そ
れ
は
最
高
の
善
、

.重

.要の
1]
?件
と
化

'-
1.、
致
富
の
た
め
に
は
歌
て
手
段
を
問
は
な 

い
と
い

.ふ
が
如
身
事
趣

,:
1:親
讯
す
る

:̂
至
つ
た

0
で
あ
る
？

瑰
行
社
會
測
織
<7
>
1
1*:
本
_
は
上
述
め
如
べ
富.の
不
平
等
、.私
有
財
產
魂
に
貨
幣
：で.あ
，
る,
.み
べ

エ

.
は
':
|
1
に

诰

等.の
H
大
填
®
亦 

1

切

.
の
罪
惡
辦

.

一
切
.の
犯
罪
、
貧
箸
と
同
織.

g

富

諸
.-1
C
.と

つ

て

も

 
一
;'
^
の

不•
の
原
因
で
.あ
る
こ
と
を
规
遛
の
典
體
的
潘
實
につい
て 

述
.べ
や
う
,̂
す
る
0 

_ノ〈

.
: 一
 

/

ぃ.

: 

幾
千
幾
與
.の
國
.浪
亦
坐
活
手
段
，に
寧
缺
い
で
，ゐ
る
時
に
際
し
餘
_
0
^
^

^
o
.
蓋

..
し

&鄉
は
、
總

.て0
人
間
に
對
し
吊
等
の

.选亦
鑛
並
：杷
荜
福
檝
を
與
へ

.た0
自
然
が

.地4
是
«
ふ
一
切
の
事
物
を
創
造
し
た

の 

は
被

の̂

欲

，望

を

偏

頗.̂
く
滿
足
せ
し
む

.る龙
必
で
系
り
た
。

.©

.は
嚷
者
も
赏
赛
も
作
ら
友
か
つ
た
。

一
汸
の
爲
剩
，が
唯
他
汸
の
窮 

泛

セ

ょ

づ
の̂
み
祚
鉑
す
る

の̂

す̂
れ
ば
ノ
そ
相
隹
然
ン
翻
性
、

.正Jr.

人
道

胃̂
漬
す
る
不

■の
僭
奪
で
あ
る
。
か
、
る
根
本
的

. 

の

.不亦
：は
他
の

1
切
の

.不花
及

.罪禍
そ̂

必

中

に

藏

す

，
る

-:
':0

あ
.る
。
か
->
る
.都
.禍
拟
窟
を
有
オ
芯
人
.々0
|
?
表̂
逍
れ
^
。
潜
素
が
自
已
：
.の
，靡
,
滋
礴
变
誇
a
;g
ら
涂
敎
的
、

f

督
敏
徒
な
石
 

こ

泠̂

遍

し

允
'淡
^

、
.そ
.の
寶
壳
改
％
|
め
^

^

%;0
食
»
の
如
浚
漱
夢
ゐ
猶
等
め.％
簌
^

無̂
.

:̂«
で
^
る
0

力
べH.

の
，I

主

義

髖

系
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八
.
四
 

o

i

l

ご
#
遭

|

^
纖

霍

5
遷

编

邀

0 

:
囉

爾
_

尨

ふ

春

る
_
0勞
働
者
を
勞
働
f
 :
つ
て
殺
す
こ
と
に
蹵
せ
ず
、
富
を 

i

.:
i

.L
i
蒸

康

■

違

■

.^
猶
潔
家
庭
內
に
素
亂
.と
凌
辱
と
を
導
き
入
れ
る
。
：
馨
は
人
民
に
道
德
、
誠
實
、
”
王
、
忍 

耐
¥

_

勵
說
す
る:：
0
淫
艘
i

僧
侣
は
|

£
ー1

を
說
く
、
.有
れ

.
も

錐

勞

で

I

.

 
^

.
,

.-
1
i
t
p
冲
に
は
遂
.忙
舊
も
安
金
も
■

す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る

o

各
人
は
相
互
.に
他
を
敵
視
ず
る
。
.か
く
て
比
會
は
洽
も
森
林 

;の
名
の
儉
所
た
る
§
觀
が
あ
る
。
_

は
孰
れ
も
前
記
根
本
罪
禍
の蓮

し

た
必

然

の.現

象

で
あ
る
°.

■

- 

.«
幣
は
結
婚
に
と
つ.て
決

定

的

事

實

.
で

あ

る

o
人
々
は
家
柄
.や
貞
節
よ
り
も
富
を
求
む
る
、
父
母
は
金
錢.に
よ
つ
て
其
子
女
の3
 

.

.

.
を
左
右
■す
る
。
靑
年
は
金E

當

に

寡

の

娘

蒸

る

。
こ

-4

よ
り
夫
婦
、
家
薆
社
會
に
於
け
る
無
數
の
證
が
讀
さ
れ
る
。
貧
窮 

は
多
數
美
女
の
結
婚
を
馨
す
る
。
贫
困
の
た
め
多
：の
、子
女
は
賣
春
婦
と
な
る
。

.母
は
そ
の
子
を
賣
る
。
夫
は
そ
の
妻
を
寶
る
。
金
镂 

の
た
め
に
狼
小
說i

f
作
る
。
固
よ
り
そ
は
作
者
に
何
等

q

名
譽

f

l

す
も
の
で
.は
な
く
、
徒
ら
綴
像
力
、
i

、
レr

 

.
•を
腋
落
さ
せ
、
無
秩
序
を
累
加
す
る
に
す
ぎ
な
い

O

甯
奢
と
貧
窮
と
は
社
會.

Q

艘
樂
、
見
解
、
風
俗
、
習
慣
に
震
す
べ
き
影
響
を
與
へ
る
。
安
逸
徒
食
の
貴
族
は
狩
獵
に
、
賭

2

沈
る
。

.

.

.富
裕
は
奢
侈
と
流
行
を
限
り
無
く
刺
激
す
る
。
ガ
ラ
ン
ト
リ
と
コ
ッ
'ク
ト
リ
と
は
貴
族
の
普
遍
的
感
情
で
あ
り
耳
つ
そ
の
主
な
る

日

課
で
あ
る
。
使
摩
に
小
說
に
、
サ
ロ
ン
に
、
到
る
處
そ
の
淫
狼
な
る
描
寫
は

.唯
、
、愛
慾
を
唆
る
事
を
目
的
と
す
る
。
富
が
獨
り
汁
#

の
尊
敬
を
得
る
が
.故
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
も
贫
者
も
凡
て
を
貴
族
階
級
に
模
倣し
只
管
富
有
を
裝
ふ
。.
囊

的

儀

式
ミ
，サ
殊
に
降
誕
祭
の

ミ
サ
は
一
般
に
唯
、
謝
肉
祭
と
屢
に
密
會
、
情
尊
、

.
風
俗
.壊
亂
の
機
食
たる
に
す
ぎ
な
い
o
,是
等
の
實
例
を
枚
^:
す
る
な
I

際 

龈
が
な
か
0
.

 

f

J-

際
；：；̂

r
:;j
i
HiJ
パ

貴
族&

級
は
、
常
に
他
を
勝
迫
し
常
に
攻
擊さ
れ
て
、常
に
嚇
か
し
又
常
に#
か
さ
れ
て
唯
自
己
防
衞
と
自
己
の
支
配
を
聚
固
に
す 

る
事
丈
に
腐
心
す
る
。
人
民
の
沾
動
と
勢
カ.と
を
恐
れ
る
が
故
に
人
民.の
自
治
を
許
さ
ぬ
。
何
一
つ
人
民
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
な 

v>
o
國
家
比
擧
げ
て
慶
慮
す.べ
き
狀
態
に
在
る
。
貴
族
と
富
有
な
る
高
官
と
は
金
殿
玉
樓
に
住
ひ
、
貧
素
の
家
は
そ
の
職
場
と
與
に
、

狹
苦
し
く
不
健
康
な
る
洞
穴
に
ず
ぎ
ぬ
。
貴
族.の
城
館
は
高
壯
華
麗
を
極
む
る
。
然
る
に
村
落
と
農
家
と
は
、
泥
土
と
穢
沔
の
.堆
積
で 

.あ
る
d
c
i 

.

ベ
1)

.
'
' 

pbet 

” 

op* citv, p.-3.I4.32P ■

農
業
は
人
類
の
乳
毋
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
緊
要
な
る
^g

は
今
日
殆
ど
閑
却
せ
ら
れ
て.ゐ
るc

領
土
は
廣
大
に
し
て
無
邊
で
あ
る
。 

然
る
に
耕
作
せ
ら
れ
て
ゐ
る
丽
精
は
そ.の
，三
分
一
一
に
足
ら
ず
、.殘
餘
は
全
く
放
想
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ'の
.故
に
優
に
二
三
倍
に
勝
る
人 

.ロ
に
對
し
赞
富
な
る
银
沽
を
傲
證
し
ぅ
べ
き
程
惠
ま
れ
炎
る
土
地
の
上
に
、
か
く
も
多
數
の
悲
慘
な
る
農
民
が
喰
ふ
べ
き
パ
ン
も
肉
も 

な
ぐ
、
餓
死
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
狀
態
で
あ
る
。

 

-
 

勞
働
秩
序
の
缺
如
せ
る
事
は
、
社
會
の
損
失
並
に
個
人
的
窮
乏
の
.一'原
因
で
あ
る
。.貧
者
は
常
に
®
迫
さ
れ
て
ゐ
る
が
少
く
と
も
自 

已
の
_た
办
エ
業
及
商
業
ぞ
選
擇
す
る
の
自
甶
は
是
非
と
も
必
.要
で
あ
る
°
然
る
に
身
邊
の
事
情
に
通
畴
す
べ
き
手
段
を
簿
は
て
ゐ
る
の 

で
、
僅
か
に
.偶
然
の
機
會
に
ょ
つ
て
職
業5:
:獲
得
す
る
0
.勞
働
者
階
級
は
恰
も
混
亂
、
無
秩
序
の
ア
ト
リ
エ
の
.如
き
も
の
で
.あ
る
。
こ 

の
結
梁
、
或
產
業
で
は
勞
働
衆
が
多
き
に
す
ぎ
、
他
の
產
業
.で
は
不
足
す
る
。
或
種
の
生
産
物
は
過
剩
し
他
種
の
坐
產
物
は
不
见
す
る
。 

完
全
に
し
て
低
廉&
る
生
産
物
が
新
式
の
生
産
方
法
に
ょ
つ
て
提
供
せ
ら
る
、
場
合
に
も
、
無
知
の
た
め
罾
式
粗
惡
の
方
法
が
依
然
と 

し
て
使
用
せ
ら
1れ
て
，な
る
°.
'
こ
れ
が
た
め
如
何£
.多
數
の
勞
働
者
が̂

且
つ
如
何
に
多
量
の
坐
產
物
が
社# 

の
た
め
に
.不
足
し
、
失
は
れ
た.か
金
く
驚
愕
0.
外
は
な
^
0偶
然
若
ぐ
は
天
才
の
：见
實/2
る
機
械
さ
へ
或
る
ニ
三
少
數
衮
に
宜
离
の
富

• 

力
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ニ
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)

他
の
幾
千
の
人
含
て
破
域
艺
む
る|

1

ま

今

_

幾
千
の
人
々
8

望
の
餘
へ
^

エ
場
|

碎
し
其
所
有
主
I

害
し
、
自
ら
は
遂I

劍
及
I

海

：倒
れ
て
.し
ま
ヶ
。
c
i 

: 

V 

■

-

(l.;:'.cabet: ..opvcit.” p. ； 321 
ム 2

2
.
.
.
.
:
.

'

'

す
■

 

見
れ 
2

1

1

1 

I

f

 て，
裏

2

 

l

依
！

て
十
I

紀
社
直
想
家
に
共
I

I

偷

靡

、
獨
I

I

ョ
ヮ
ジ
|

プ：

ロ
レ
f

ャ
の
階
級
翌
で
は
無
く
、
：富l

i

t
 く言
へ
文

K

熟
M

o

f

フ
.ラ
ン
ス
I

人
の
力
べ
處

望

し

I

ざ
I

ぁ

藥

1

、
备

を

じ

た
'る
f

っ
て
蕾
變
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
況
や
他
s

s

 

t

又
彼
の
腦
裡
にI

せ
I

r

f

」

| 

九
F

I

H

の
：特
微
た
る
機
械
破
瓌
運
動
を
出
づ
慕
が
な
い
。

>

 

、#

5

! -

、

:

;
せ

爹

|

は
十

h
r
t

 

I
翁

I

 
業

脚

' 

.

V 

* 
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. 

; 

. 
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:

三
政
治
批
評

現
行
政
治
組
織
に
對
す
る
力
べ
エ
の
見
解
は
同
じ
く

〈「

ィ
ヵ
认
ィ
旅
行
記」

.第
ー
：、ー
篇
叛
三
章
；

「

截
政
漱
組
織
0-
罪
禍」
.の
中
に
、
全 

體
と
し
.て
、
：可
成
り
詳
細
に
論
述
せ
ら
れ
て
ゐ
を°'
;
ヵ
べ
.ェ
.は
愛
に
現
代
政
治
の
機.糨
ぞ
縱
横
に
解
剖
じ
て
、
お
く
肯
綮
を
逸
せ
ず
、

忌
惮
な
く
そ
の
.階
級
性
を
蘇
露
し
て
ゐ.る
。
社
會
批
評
肊
比
す
れ
ば
、
政
治
批
評
は
糙
に
潑
刺
た
る
坐
氣
を
帶
び

V

理
論
的
に
も
傾
聽
‘
 

す
べ
き
多
く
の
も
の
を
有
つ
て
ゐ
るo

:
力
べ
.エ
に
據
れ
ば
現
代
政
治
組
織4
ー
 
切
の
炔
陷
並
(€
弊
害
は
總
て
前
記
一
ニ
太
根
本
罪
禍
即
ち
當
の
不
平
等
、
.私
有
財
產
及
貨
幣
の 

必
然
、
不
可
避
の.結
见
：で
あ
る
o
茲
に
現
代
政
治
機
構
のV總
ゅ
る
寄
棄
が
發
生
す
る。

•'
.

.

:

..

,ー
：國
に
於
る
政
治
組
織(0
中
樞
撒
關
は
憲
法
及
銃
治1

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
抑*
何
者
に
依
て
制
定
せ
ら
れ
、
且
つ
決
定
せ
ら
れ 

た
も
'の
ゼ
あ
る
が
0
何
れ
も
支
酤
者
た
：る
少
數
の
貴
族
階
級
で
あ
る
9
こ
れ
が
根
本
的
弊
害
で
あ
つ.て
、
：兹
に
他
の
趣
千
の
弊
害
が
胚 

胎
す
る
0
辍
に
叉
所
謂
少
數
者
支
配0
蕋
礎
が
準
備
'せ
ら
る
乂
。

：
：

ノ
^

;

: 

:

:

*

'

貴
族
^
級
は
、
絕
へ
ず
自
己
の
窬
及
權.勢
.を
保
持
す
る
の
必
要
か
ら
、

一
切
の
權
カ
即
ち
法
#
の
作
成
及
實
施
の
權
カ
を
僭
奪
し
た
。 

從
弋
法
律
は
喵
、.貴
族
&
級
：の
意
志
0
表
規
に
ず
ぎ
な
い0
そ
(0
'
結
粜
又
貴
族
階
級
は
絕
對
權
カ
即
ち
尊
制
政
治
を
遂
打
し
た
。
人
民 

は
實
際
に
於
い
て.、
：か
0;
主
が
ひ
た
办
_に
酷
依
さ
れ
る
奴
識
群
に
す
ぎ
な.い
6
:人
民
館
絡
.の
#
要
加
ら
：貴
族
階
級
は
常
に
人
民
主
權
、 

代
議
政
歡
、.自
_
を
ロ
に
す
る
0
.貴
掛
階
級
は
立
法
權
を
自
己
に
留
保
し
て
行
政
權
を
世
襲
君
主
.に
讓
與
し
た
。
.し
か
し
こ
の
君
主
は 

實
際
に
於
て
唯
、
貴
族
階
級
の
傀©
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
糙
な
事
は
君
主
貴
族
階
級
の
利
益
が
人
民
の
利
益
と
氷
炭
相

(

谷
れ
な
い
■
だ
。 

貴
族
階
級
、
.國
王
ク
及
そ(0
,代
辨
者
比
人
塔
の-翁
君
で
.あ
ね
1
壓
制
奢
で
あ
り
”
'支
配
荞
で
あ
る
？

‘
A:
:

民
は
實
任
內
閣
を
要
求
す
る

4

貴
族
階
級
は
恰
も
と
の
要
求
を
容
れ
し
か
の
へ
如
ぐ
裝
ひ
、
內
實
だ
於
叭
て

.

こ.

れ
5 :

担
否
し
た0

 

0 

々
T

H
,

の
并
產
璧
義
體
：考
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•

法
も
亦
間
員
の
靴
政
に
對
す.る
有
寨
を
宣
言
じ
た
。
し
か
し
實
際
に.於
い
て
，開
員
の
：雙
及
處
罰
權
を
有
？

の
ば
位.周
I

矣

P
凝
て
あ
る
人
民
に
不
禾
に' 

貴
族&

級
に
.有
利
な
る
開
員
.、：.殺
害
は
公
靈
許
さ
れ
て
ゐ.るo

責
任
內
閣
と
は
名
の
 

>、
そ
i
佐
、 

欺
瞞
と
虛
阐
に
す.ぎ
な
い
の
だ
0
. 

: 

- 

f 

I
P

貴
族
階
級
は
豪
の
皇
室
費
を
國
主
に
供
與
し
て
：帝

座

處

嚴

と

磨

の
I

I

す

今

^

は
I

Q

I
所
、
S

追
從
の
住
家
、
人
民
に
：對
す
る
奸
策
議0

1
で
あ
.り
、
奢
侈
、
：f

貪
f

坐
出
す
毒
1

.

1

0,こ 

の
皇
室
费
の
大
部
分
は
課
税
と
し
：て
貧
民
：か
ら
徵
收
，せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

0
?

〕

：
 

•

(
-
0

 

ぐ abet: 

o
p
.
c
r
p
. 

322-325.' 
:

租
稅
I
 

r至
て
.は
.全
く
常
態
を
失
し
、
如
實
に
そ
の
踏
籃
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
貴
族
階
級
は

 
一
S

馨

鑫

獻

來

し

て

、

而
も
富
f

除
外
す
る
。
貴

族

の

警
/X
I

鹿
、
そ
の
地
.代
及
資
本
所
得
、
並.に
そ
の
雰
は
全
く
課
税
よ
り
除
外
せ
ら
れ
て

ゐ

る

に
對
し
、
貧
者
は
そ
のI

I

費
の
一
部
を
國
玉
と
貴
_

級
の
た
め
に
租
敌
と
し
て
献
納
す
る
の
義
f

負
は
さ
れ
て
ゐ
る
。

等
I

己
を
養
ひ
：、.蒙
を
呼
吸
し
、
陋
屋
に
這
入
り
、H
光
を
受
け
、
暖
I

り
、
生
活
の
た
め
霞
し
、
剩
.へ
自
己
を
敎
育
す
る

こ
れ
等
の
權
利
を
總
て
償
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
鹽
及
そ
の
他
殆
ど
一
切
の
食
料
よ
り
世
帶
蒸

Q

事
物
に
到
る
迄
-

I
は
何
一
.と
し

て
課
稅
Q

A

f免
れ
f
 Q

は
な
い
。
之
を
一
言
に
しS

へ
ば
、
僅
少
の
收
入
し
か
無
いI

が
租
税Q

四
分
Q

?

d 

を
支
拂
つ
て
ゐ
る.の
.で
あ
る
>

;

:

•■

•
 

一

鑫
税
に
比
し
て
更
に
霜
を
極
むf

の
は
血
税
で
あ
る。
W裳

階

級

は

攀

慕

の

豫S

外
に
十

八

才

実t

i

 

し
た
數
I

f

國

靈

備

す

る

。
是
等
の
兵
士
は
何
處
よ
り
徵
發1

4

暮
は
小
額
の
貨
幣
に
よ
つ
てi

p
 

を
免
か
れ
る
。
之
を
供
給
すI

Q
は
獨
4

者
の
.子
弟
で
あ
る
。
兵
士
と
し
てI

せ
ら
れ
た
る
是
等
幾
十S

M

•
響

は

、
そ
の

勞
働
が
■や
0

と

そ

の
家
族
の
役
に
立
ち
初
め
.る
そ
の

睁
期
に
'V

そ
の
#

事
す
る
產
業
と

そ

の.
貧
し
き
兩
親Q

手
か
ら
獾
ひ
取
ら
れ
てV 

贵
族
の
庭
園
と
宵
殿
を
守
衞
し
、
貴
族
の
征
外
野
心
を
滿
足
せ
し
め
、

.剩
へ
貧
^
に
對
す
る
貴
族
の
支
配
を
支
持
ず
る
.た
め
に
死
出
の 

征
戰
に
赴
く
。
子
供
がそ

の
附
親
を
艰
縛
し
、
そ
の
兄
弟
を
殺
す
役
目
を
艰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と

は

誠
に
痛
歎
寒
心
の
外
は
な
い
。 

そ
は
最
も
殘
忍
な
る
奴
隸
制
で
あ
各。

.

,
旣
に
雄
べ
た
如
く
法
律
ゆ
總
て
貴
族̂
級
の
手
に
依
て
作^
さ
れ
た
る
が
故
に
必
然
的
，に
貴
族
の
利
益
を
計
る
た
め
の
も
の
許
り
で 

，あ
る
。

一
と
し
て
國
民
の
利
益
を
旨
と
す
る
法
律
あ
る
を
聞
か
ぬ
。
質
者
が
彼
等
の
目
し
て
不
茈
と
摩
：迪
'の
產
物
と
看
做
す
法
雜
を
如 

何
に
し
て
尊
敬
し
遵
奉
す
る
で.あ
ら
ぅ
か
。
貴
族
階
級
は
常
に
自
己
の
利
蘇
の
た
め
に
法
律
の
神
聖
不
可
侵
を
唱
へ
法
律
の
尊
鼠
と
遵 

_
を
說
く
が
、
そ
は
無
用
の
徙
事
で
あ
：る
。
威
嚇
’と
刑
剖
が
，僅
に
法
褪
の
實
行
を
强
制
す
る
の
み
。
怯
懦
盏
は
藜
政
を
耐
忍
し
、
痴
鈍 

漢
は
こ
れ
を
感
知
せ
ず
、
卑
劣
漢
は.委
々
と
し
て
.只
管
奉
仕
す
る
。：
然
る
に
氣#
有
識
の
人
士
は
之
；に
抗
し
、
不
滿
を
公
言
し
、
謀
叛 

を
企
て
：る
。
茲
に
不
斷.の
陰
謀
、
自
衛
、
攻
擊
の
た
め
の
總
ゆ
る
結
社
、
暴
動
、
內
亂
、
殺
戮
が
：起
る
。
是
等
の
恐
怖
は
言
ふ
迄
も
な

.く 

富
と
支
配
.に
對
す
る
貴
族
階
級
の
渴
望
と
他
方
獨
立
並
自
出
に
對
す
る
人
類
の
^
然
的
然
來
の
不
可
避
的
結
艰
で
あ
る
。
自
己
の
#
立 

を
脅
か
：さ
れ
た
貴
族
階
級
：と
國
王'と
：は
自
己
防
衞
と
仇
敵
の
倒
滅
に
腐
，心
す
る
：

o
そ
の
.た
：め
甶
人
の
主
人
が
黑
忾
奴
隸
を
抑
！

一

す
る
た 

.め
に
法
律
を
作
成
し
た#
に
、
：貴
族
は
由
色

奴

隸

を

抑
！
！

し
、
國
民
の
言
論
、
集
會
結
社
の
自FI
1
を

剝

奪

し

'、
そ
の
武
裝
を
解
く
た
め 

.に
、.
0-
々
新
な
る
背
酷
な
る
法
律
を
作
成
す
る
。
之
等.の
峻
嚴
な
る
法
律
の
强
行
を
期
す
る.た
め
、
#
察
隊
、
軍
隊
、
義
與
軍
及
栽̂
-
 

所
を
設
置
す 
る
。

.瞥
察
署
は
夜
と
：な
く
晝
と
な<^
幾
多
0
ロ
實
の
下
に
貧
者
の
家
窀
に
侵
入
し
、
家
財
、
繁
螯
類
を
押
收
し
、
_
の
手
ょ
り
夫
を
3
 

夫
^
手
ょ
り
妻
を
ノ
子
供̂
手
ょ
り
父
を
ノ
父
の
手
ょ̂
子
供
を
拉
致
し
ヽ
之̂

投
獄
し
^ ̂

:
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5
五
六)

_

所

善

族

鍵

進
I

よ
う
；て

鈕

奪
I

.
於

故

：に

る〜

。
翁

 

ベ
i

さ
る

倉

で

|

'°
蓮

は

政

治
因
で
充
滿
I

。
_

は

復

管
證

擎

^

f

1

ぞ

f

所
、
I

_

は
之
|

1

て
遂
に
f

を
し
て
屋
及
内
亂

定
I

象

け

れ

ぼ
I

ぬ
。
：”か
、
I

要

窗

兹

農

.

.
: 

/ i 

レ
I

は
國
帒
ょ
り
微
收
I

れ
、'國
I

同

情

を

莩
1

2

、
裏

に

指
I

ら
れ
、
貴
f

防
衞
ず
.f
 

?

{せ
.ら

れ

ベ

I

s

f
作

馨

I

I

含

I

f

 

I

f
 

、

止
む
な
為
己
I

親
、
I

に
I

I

迫
手
段
|

つ
,
，1

澈
f

 

f
又

同

導

し
て
も
不
平
不
滿
を
威
縣
し
、_

を
阻
t

、
s

を

馨

し

f

事
は
：集
な
か
つ

'

た
。
，
，

:

.

,

2ブ

ノ

I

s

f

 

I好 

I

 囊

民 

S

 識
S

I

 恐
f

 て 

t

\

す

-

I

I
 

I

sを
し
て
靑
年
敎
育
の
任'

Iら
し
め
苟
ぐ
も
國
奪
尊
嚴
を
馨
し
、I

I

遊
ず
る
H

 

.

u

u

f

 

t

H

t

g

i

i

f

 

f
 

I

f

。
f

"

y

u

r

t
 

f

t
に
ょ
つ
セ
.妨
I

ら
れ
る
。慮

敎

I

如
何
と

r

f

父
|

ら
|

と
不
良
の
社
#
龃
織
に
禍
さ
れ
：て
、|

分
睛
落
し
：て
しf

て
f

。
：
答

'しV:

子
女
I

f

ろ
む 

f

蒸

る

I

t
が
。
：誠
l

l

l

f
罪
過
I

l

f

 
Iき
敎
I

s

べ
^
 ̂

f
、，
.

fA
 
•

 

n
o
l
t
v
^
f
f
r 

•
,
i
^
R
.
U
U
S
^

l

i

i

i

i

i

i

l

i

i

l

i

i

i

l

v

i

i

i

i

i

^

i

s

i

i

i

y
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^

3

1
l
l
a
l
,
^
.
^
^
I
,
.
-
,
^
J
,
l

:宗
敎
0
使
命
も
敎
育
の
そ
れ
と
同
機
に.人
民
館
絡
の
手
段
た
る
に
す
ぎ
ぬ0
僧
侶
は
そ
の
間
答
敎
示
に
、
斬
禱
に
、
說
敎
に
、
常
に
、

‘ 

國
王
と
神
を
、混
合
す
る
。.彼
等
呔
全
國
5:
:行
脚
し
て
ー
老
若
男
女
の
愚
化
に
ヵ
め
备0
.#-
等
は
^̂ 

何

れ
も
.殆
ど
徒
勞
で
鈔
る
。..
.
彼
等
の
金
_
愁
、•渎
樂
非
行
、
罪
隳e

彼
等
の
鼓
吹
す
み
宗
教
と
逍
德
と
釔
侮
踩
と
僧
惡
の
的
に
化
し
て
し 

势
つ
た
P
政
府
が
自
ぢ
そ
の#;
_
に
ょ
つ
て
^

■

■を
說
き
、
政
め
ま< 

.

1窝
萸
が
漬
職
背
任
に
ょ
：つ
て
常
に
不
道
德
の
敎
訓
を 

承
し
て
ゐ
夺
と
す
れ
ば
、

(

道
德
釔
譙
い
て
何
の
益
す
み
處
が|
ら
ヶ
が
0
.遒
餵
の
，^:
廢
、
：寒
敎
の
.隋
落
、■

い
づ
れ
も
政
治
的
罪
勝
の

g
 

伴
現
象
に
外
な
ら
故
^
。::
--
.

':

貴
族
階
級
の
富
有
と
特
權
と
は
貴
族
相
互
間
に
只
管
食
慾
と
鲆
心
と
を
增
大
す
る
結
艰
と
な

る

。
野
心
家
は
、
國
段
が
腋
迫
の
た
め 

に
貧
：窮
と
不
滿
の.永
久
狀
態
に
沈
倫
せ
：な
に
乘
じ
て
、

「

彼
等
に
.好
卸
を
約
し
で
彼
等
知
煽
動
し
て
自
家0
野
心
を
賞
徹
贫
ん
と
す
る
。

I

V
暗
毅
，
暴
動
：、
內
亂-
璀
命
が
發
坐
し
て
貢
家
を
紛#:
£
#ら
し
め
る
ダ
こ
の
：た
办'に
觚
辜
の
.
 

民
は
幾
千
と
な
く
死
傷
し
、
權
ヵ
者
の
降#
は
幾
度
か
繰
返
さ
れV
耽
欣
：

i

敬
鹿
和
興
亡
す
るo'■誠
に
社
會
は
殆
ん
ど
到
る
處
に
於
い 

て
永
遠
に
梢
.戰
ふri.m

の
人
民
の
•混
淆
物
に
.外
な
ら
奴
。
こ.の
.鬪
爭
ば
->
:時
、
ー
休#
に
_
る
が
、
文
も
や
新
な
る
戰
郇
と
な
つ
で
現
は 

れ
る
。
社
#.
呔
常
に
噴
火
の
處
あ
ぷ
火
山
の̂
き
-̂
の
で
^
谷
:0
11
!
-あ
>
.
*族
'
ブ
ル
：ジ
：.ョ
巧
貧
笤
、
總
て
彼
等
は
殆
ど
.一
同
に
不 

安
と
懊
惱
始
驄
ら
れ
究
息
の
遑
が
な
い
，
$
彼
#
は
俽
れ
.も
こ
<0
.佌
界
を
し
亡
眞
诳.0'
泚
獄
た
ら
し
.办
る
此
戰
慄
ず
べ
き
罪
禍
を
_

せ 

.
參

€
#.
:
は
於
を
も
の
i

い
.。
，
じ

か

し

こ

：

§
#

_co
:
>匡
救
：手
段
は
、.
'し
.耗
.し
鹏

迫

.
で

紀

、
.
隸

鳳

で

も

>:
'
.刑

齓

で

も

、
：

 

'恐
喝
で
も
.た
いo 

:蓋
じ
躁
翁
忍
な
を
奪
龇
と
栲
問
と
は
、.こ
^:
ま
セ
蛾
上
.に(

な
い
«
忒
取
か
っ
ー
た
が
、

^
柞
等
呔
欺
し
て
黽
蝸
を
极
絕
せ
ず
、
寧
ろ
却 

て
增
，大
す
る
に
役
立.つ
に
す
ぎ
.な
：か
0-
た
か
：ら
ザ
あ
る0ノ
眞
の
|1
救
^

で
あ
.る
T
V 

:
今
の
^

原̂
因
は
.何
仑
办
る
か
？
旣
に
述
べ
し
が
如
く
そ
は
甯<0
不
平
等
、
私
有
財
產
及
貨
幣
で
あ
：る.0

力
べ
H
S :
:配
屯
義
體
糸 

九
.

1
(

ニ
四
反
七)
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か
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^

0
-
0 

ĉ
bet:qp. cit.:p. 326, 335.

议
上
が
カ
べ
エ
の
政
治
妞
織
に
對
す
る
批
評
の
大
要
で
あ
る
。
,'
;
:
.

彼
の
政
治
批
評
は.そ
€

社
鍫
批
5

較
ぶ
れ
ば
S

一
 

日Q

長

が

き

。
殊
s

f

し

て

政

翁

襁q

階
級
性
を
饗
し
た
彼
の 

敞
肥
は
賞
し
て
で
？
晋

人

呆

滿

孝

る

所

は

彼S

級

變i
Q

不
明
瞭
な
i

で
I

，
彼
；Q
_

■

代

社

會

玺 

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
.ジ
イ
で
は
な
く
封
建
社f

支
配
者
貴
族
階
級
でI

。
彼

の

麗

に
t

す
る
も
の
は
新
興
ブ
ル
ジぶ

^
^
^

<K N

姿
で
は
な
く 

を
旣
俾
に
返
さ
ん
と
滿
身
の
餘
カ
を.以
.て
捲
土
.
^

|

來
す
る
貴
族
階
級.
0
^
■
で
あ
る
。
貴
；̂階
級
の
礙
廣
は珍 

式
的
に
は
.フ
ラ
ンK

大
I

f
っ
て
ft
-
倒
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
實
質
的
に
は
彼
■等
の
餘
勢
依
然
侮
り
難
く
、
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ィ 

輩
の
尙
據
か
に
追
蹲
し
得
ざ
る
所
で
あ
っ♦た
。
力
べ
ェ
の
眼
に
は
、
貴
族
階
級
に
對
し
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
イ
も
.フ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
I
 

同
樣
に
f

從
通
級
で
あ
る
。
，
力.ベH

が
未
だ
ブ
ル
ジ
ョ
.ワ
ジ
イ
を
主
要
對
象
と
せ
ず
、
貴
族
階
級
を
問
題
.と
し
た
靡
は
上
述
の
如 

き
：
時
の
事
W
に
鑑
れ
ば
叉
決
し
て
故
な
し
と
し
な
いQ
こ
の
意
味
に
於
い
て
無
下
に
力
べ

H..Q

不
明
を
®

る
こ
と
は
_
か
酷
で
あ

ら
ぅ
ゃ
.
'ノ

•-
:
レ

..：

.

.
-
'
'

社
會
弟

織

政
證
織
の
根
本
似
陷
に
し
て
见
し
て
上
述
の如
な
り
と
す
れ
ば
そ
の

■救
の
道
は
如
何
、

力
べH

に
ょ
れ
ば
、
そ
れ 

は
ロK

等
の
親
を
放
經
し
て
_一 
時
的
糊
塗
资
を
弃
す
るこ
と
か
は

.なく

.し：て
深
く
棍
敢

'に溯
っ
て
禍
狹
を
絕
っ
に
在
る
。
即
ち
语 
一
0 

匡
救
策
は
富
有
と
貧
苦
を
證
す
るこ
と
、
換
言
す
れ
ば
平
等
を
：確

李

る

に

在

る

。
.研
し
て

.これ
ぼ
獨
り
財
貨
共
有
社
會
の
能

^

>

で
あ
7

財
貨
共
有
社
會
の.g

^__

こ
れ
は
又
と
の
原
則
の
上
に
恶
督
敎
の
大
孽
命
を
恶
礎
付
け
た
基
督
の
意
圆
で
も
あ
っ
た 

と
0

(

1〕

か
く
て
•力
べ
.

H

の
共
産
主
義
は
基
督
敎
に
俟
つ
と
と
大
な
る
、
宗
敎
味
■

な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此
點
ジ
ャ
ン

J
.
 

リ
エ
と
對
極
し
、
ウ
ィ
ル
へ
ル
ム

•JN

イ
ト
リ
ン
グ
、
ラ
ム
ネ
、
サ
ン
•
シ
モ
ン
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

T〕
0al5et; op. 

c
i
r

p. 335.336..

四

共

産

生

義

理

論

C
1
)

そ
の
原
理 

‘

'

力
べ
エ
の
共
產
主
義
は
何
等
新
味
獨
創
の
權
想
を
も
た
な
い
。
.其
の
前
'提
は
十
七
、
八
世
紀
の
社
會
思
想
家
に
於
け
る
と
同
檨
に
、 

宇
帘
に
於
る
神
の
攝
理
の
遍
在
を.

g

-#
す
る
自
然
法
の
見
解
で
あつ
て

、
彼
の
共
產
ヰ
»
は
斯
る
見
解
を
甚
調
と
し
た
現
實
社
會
批
評 

の
所
産
で
あ
る
。
そ
は
論
理
的
所
產
で
あ
つ
，て
、
，社
會
，の
史
的
發
展

.に
ょ
：る
必
然
的
歸
結
では
な
い
。
兹
に
凡
ゆ
る
空
想
的
社
會
主
義 

に
.固
有
に
し
て
、
且
つ
通
有
の
非
歷
史
主
義
が
儼
存
す
：る
。
'彼
の
共
產
主
義
は
明
か
に.

1

種
の
形
而
上
學
で
あ'つ
て
：*
現
實
社
會
に
對

す
る
經
濟
學
的
分
祈
砹
所
產
で
は
な
い
。
こ
の
點
に
於
い
て
彼
は
毫
も
モ
レ

リ
ィ
、

マ
プ
リ
ィ
、
バ
グ
ゥ
フ
以
上
に
出
で
る
も
の
で
は

.

.

.

.

. 

• 

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

,• 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 
- 

-
• 

. 

. 

.

.
•
• 

« ..
.
. 
ン

な
く
否
、
寧
ろ
そ
i

順
I

繼
承
者
と
評
す
る
外
は.あ
.

I
い
？
靡

學

的
f

s

■
し
^

物
で
あ
：る
に
不
拘
、
こ
の
關
係
.に
於
い
て
彼
は
依
然
と
し
て
前
代
思
想
家
の
烙
印
を
免
が
れ
な
い
。
彼
に
於s

て
何
等
新
味
の
権
想
を 

發
見
し
得
ず
'>
,評
す
る
所
以
で
あ
る
。

力
べ
.エ
に
ょ
れ
ば
宇
宙
は
決
し
て
偶
然
のMff
i
で
は
な
く
、.
'そ
.の
；根
.源
は
自
然
で
あ
る
。
洵

に

自-^
は
萬
物
の
造
物
主
で
あ
る
。
か 

\
る
造
物
主
の
本
體
を
分
拆
す
る
こ
と
は
危
險
で
あ
.リ
义
無
用
で
も
あ
る
。
蓋
し
是
を
認
識
し
、
把
搌
す
る
こ
と
は
、
人
智
の
到
底
能

. 

• 

.

.

.

. 

• 

■ 

V •
 
J
 

.
 

r
 

* 

-
し
 

» 

' 

.

く
し
得
る
處
.で
は
^.
い
か
ら
で
あ
る
。
吾
人
の
唯
知
り
得
る
蕻
は
、
.ご
の
自
然
が
無
限
の
洞
察
力
と
豫
見
力
を
有
し
、
而
し
て
全
智
全

• 

.
 

.
 
,
 

. 

• 

■ 

* 

- 

» 

• 

* 

:
/ 

• 

二
-
.
-
.

 

Z
 

>
•

. 

..

施
、
全
正
に
し
て
、
至
仁
、
大
慈
大
悲
な
る
事
で
あ
る
;0
ノ 

く
' 

:

/
 

:

\ 
.

自
然
の
意
志
に
從'へ
ば
地
表
の
人
類
は
幸
福
た
る
べ
き̂
の
で
あ
る
、
人
類
を
圍
繞
す
る
創
造
物
、
彼
自
體
の
組
織
殊
に
彼
の
洞
察
、 

'理
性
は
彼
を
し
て
幸
福
を
見
出
さ
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
。
人
類
が
不
幸
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
は
自
然
の
意
思
に
由
る
も
の
で
は
な

■ 
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邊
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還

馨

逢

遍

沐

賓

处

羹

歡

る

社

會

皱

益

治

®
 

eあ
る
。

力
、
る1

是̂

親
,»
逼

卿
®
時
時
代
に
そ
の®
警
發
せ
る
务

Q

で
あ
るO 

:

:
 

:
.
' 

,
.

_

|

_

_

| 1

_

_

| 1

| !
_

ょ
‘つ
i

_

f

_
缓

■

ょ

卷

i

i

、
證

I

を
完

.
V

/

今
才
丨
|

^
成
の
襄
_

狀

穿

名
_

は
可
_

|
、
1

.情
愛
：
：.献
f

s
自
然
的
1

で
あ
る
。

は

た
.、身

，|

及

邊
|

り

哗
2

不

囊

遵
.避
2

.

|
は
入
類
：1
^
^
^

け
あ
^
。
全
.人
類
■

_
の
■

を

形

成

裏

裊

銮_

•
閥

、
寒

：：

人

额
等
に
類
別
；
し
た

f

な

か
つ
た
。
： 

_

_

_

_

_

_

i

l

l

l

,

(
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マ
，登̂
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.
0
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蒼
0
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3
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I

は
息

の

：
念.願
で
I
 

.人
類

は

本

來
平
等
で
1

0
茲
に
自
然
I

I

慕

署

る
平
等
は
自
然
馨
利

の

平

等

，

と
_
然
时
義
務
の
.平
#-
と
を
含
む
。
0
然
的
權
科
と
は
何
物
で
ぁ
る
かO'
そ
は
® .

然
凍
く
财
養
に

よ
ひ
て
澳(

ら
れ
た
權
利
であ
つ

て
. 

其
主
な
|

の
は
生
#
權
並
.に
-&
己
(0
-
肉
體
的
精
神
的
能
カ
を
行
使
す
る
の
權
利
で
あ
る
。
生
你
權
と
は
衣
食
住
の
た
め
商
然
が
创
造 

せ
V
I切
の
财
貨
を
使
用
ず
る.の
權
利
並
に
總
ゆ
る
種
類
の
俊
害
容
に
對
し
自
己
を
防
禦
す
る
の
權
利
で
あ
る
。
肉
體
的
能
力
を
行
使 

す
る
0.
辎
利
と
ば
、
往
來
、
勞
働
、
結
合
、
會
合
、
換
言
す
れ
ば
他
人
の
權
利
を
倭
害
す
る
こ
な
き
一
切
の
事
を
行
ふ
權
利
、
配
偶
並 

に
家
族
を
所
有
す
る
の
橄
视
之
れ
で
あ
る
。
精
神
的
能
力
行
使
の
權
利
と
は
自
己
を
敎
胄
す
る
一
切
の
手
段
を
使
川
す
る
の
權
利
を
意 

味
す
る
。
.上
述
の
'諸
權
刺
を
.一：括
し
.て

自

然

的

檄

利

と
:

.
..
;パ

，
r 

^
 

,

 

自
都
納
璐
利
に
對
應す
る

も
o
は
自
然
的
義
漱
で
あ
る
。
自
然
的
截̂
ネ
は
何
か
。
洎
然
的
顏
務i
は

自
.:
B
の
.仲
fi
l
lを
兄
弟
の
如
く 

.愛
撫
し
、
他
人
の
權
利
を
悉
く
尊
敬.す
る
翦
、
換
言
す
れ
ば
已
の
欲
せ
ざ
る
所
を
他
人
把
爲
.さ
.ず
、
.自
己
の
：欲
す
る
所
を
他
人
に
施
す

.

.

.
<
-

 

. 

' 

. 
>
•
•
•
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■• 

■ 

• 

• 

• 
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. 

, 

-
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. 

- 

.

.

. 

“ 

; 

i 

- 

• 

■ 

i
r
:
*
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- 

フ

事
即
ち
之
れ
で
あ
る
。

權
刹
と
藥
務
と
は
相.7
/

:
的
旰
相
關
的
で
あ
つ
て
、
何
れ
も
他.な
く
し
て
伊
在
す
る
事
は
出
来
な
い
。
五
仿
、
不
可
分
_
の
も
の
で
あ 

る
。
總
て
め
人
間
は
こ

に
於
て
全
く
平
等
で
あ
る
。
茲
に
眞
實
の
意
味
に
於
る

S

然
的
平
等
が
仔
在
す 

る
。
こ
め
痛
然
納
平
等
を
維
特̂
元
成
す
る
こ
と
、
之
が
社#
生
活
を
營
む
人
間
の
共
同
利
益
で
あ
る
。
か
人
る
共
同
利
益
に
於
い
て 

_
由
忆
且
屈
意
的
に
紐
織
す
る
所
の
結
社
之
が
眞
疋
の
社
會
で
あ
る
0
現
實
社
會
は
か
\
る
眞
芷
社
會
ょ
0
全
く
懸
絕
し
て
ゐ
る0
現 

寶

社

會を
か
く
邋
亚
社
會
ユ
り
疎
隔
せ
む
む
る̂
の
は
逋
實
社
會
の
三
大
支
柱
即
ち
富
の
不
平.等
、
私
布
財
產
並
に
貨
幣
で
あ
る
。
そ

■
'
'
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• 

' 

4 

■ 
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.
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'
• 

、
‘

•,
.
•
<
.
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- 

«

机
故
1
姐
實
社
食
を
匡
敕1
て 

> 眞
疋
_
食
饗
現
の
访
法
は
澈
匏
ー|ー
大
原
顧
を
除
去
し
、
每
に
代
ふ
る-(
|
|然
的
平
等
を
以
.て
ず
る
他
に 

道
は
な
い
。
'谊
然
的
平
等
を
遙
獲
とす
る
社
#

、
こ
れ
；が
，財
貨
哄
有
i

で

あ

る
:0

眞
疋
社
會
と
は
即
ち
之
れ
で
あ
る
タ
-

.
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九

六

(

二
叫
六
ニ)

.

.っ
上
W

しJ

に
ょ
つ
て
明
か
な
る
が
如
く
、
力
べ

H

に
|

る
共
產
主
|

理
は
自
然
法
|

く
|

的
、
I
的

、

主
I

I
 

の
.

I

Iつ
.て
、
決
し
て
I

篇

、
義
學
的
分
柝
の
結$

は
な
い
。
し
か
し
之
れ
 

 ̂

^

|

で

ゐ

る

、

『

次

の

如

く

問

ふ

な

ら

ぱ

予

は

又

次

め

如

I

汝
の
原
理
；は
如
何
、
そ
は
博
愛
で
あ
石

0

:

.

.
'
.

汝

の

敎

理

:|
±
如

何

"
そ

は

傅

愛

で

あ

る

°

.
_汝
の

理

論

は

如

'何
、

'そ

は

傅

愛

で

あ

る

。
'

房
し」

p

; !
r :
e l
' l

、

』

I

力
べ
エ
は
ィ
エ
ス
含
スi

只
i

l

l

l

し
て
主 

n

M

る
。i

■

ふ
3

r

&

J :
.

<

之
れ
ホ
徒
と
共
に
實
行
し
た
と
な
し>
明
か
|

督

を1.

個
I

產
I

f

霍

あ
る
。
邊

f
パ

；
^

t

 

I

f

と
。ぎ
力

2

‘

咏
に
t

て

板

は

ラ

ム

ネ/ y

ル
：ウ
•
ウ
イ
ト
リ
ン
グ
の
思
想
と
相
通
ず
f

の
が
あ
る
。

0
1

」
rabet : Voyage en Icarie* p. 567. 

•

ハ2.

) 
..
 Cabet : op. 

c
r

p. 567 ， 

,

o
l

)

'.
組

織
',
•
 

.
 

.

-

,,
-

:■(

イ)

政

治

組

織

.'
:

-

.. 

 ̂

て
:
-
.
.
. 

:

.

先

霍

■

政
.鑛

述

べ

言

。_

碧

I

聋

I

マ

人

霖
I

葉

で
^
^

社
#

契
約
、
憲
法
及
法
雜
を
制
觉
す
る
の
權
限
は
獨
タ
人
民
め
香
に
#

す
る

0
.

，
か

く

人

：民

，は

生

權

者

欢

々

が

故

に

次

自

每

の

寄

装

及

独 

_

に
據
て
、
そ
(7
>
人
格
、;

行
動
、
f

、V

i

住
、
敎
育
"

勞
働
並
.に
娛
樂
、に
關
す.る
：

I

切
：の
翦
物
を
規
定
ず
る

Q

權
限
を
有
す
る
。.

主
權
は
立
.法
、
行
政
”

苛
法
の
ヨ
,

に
«

^

^
る
。.
立

法

機

關

，は
*

も
完
垒
な
る
普
通
選
舉
に
ょ
つ
て
全
國
ょ
り
選
出
さ
れ
た
一

! 

十
名0

代
®

ょ
り
成
.る
國
段
代
表
部
そ
の
：輝
に
當
る9
本
代
表
部
は
常
設
機
關
で
あ
り
、
罾
ヰ
れ
_

士
は
半
數
づ
、
ぼ_

さ
れ
る
。 

木
代
表
部
ば
人
民
匕
次f
第
1

0:

權
ガ
で
$>
:

o
ベ1
0、
_

_
^'
4

り
ぶ
威
^:

組

織

：じ

瓦

證

す

ぞ

。
っ
法
律

^
^

つV

作
成
ぜ
ら
れ
.、
A
玛
1

の̂
承
認
;̂

經
た
.る
矿
の
な
る
が
_
に
、
馨

^
る
意
琳
に
於(

て
人
民
總
襄
‘(0
,表 

は
決
し
て
人
^
0自
ぬ
を
侵
#
す
る
も
(6
-
で
ほ
&

^
。
^

;
^;
1,
.て
^
の
使
^:
'
を
跟
さ
1>
め
.旮
に
ぼ
^
能
く
現
i:
)l
a
:會
に
符
合
し
^
も
­

の
で
故
け
れ
ば
な
ら
ぬ'o
: こ
れ
机
だ
め
. に
は
社
# 

0歡
相
を
辙
赉
じ 
で
產
に
剛
齬
な
か
ら
し
冷
な
け
れ
ば̂

め
'て
立
法
機
關
0:
;

妙
晴
は
.發
挪
せ
故
る
、.。
^
'
、
右

岛

地̂
^

人
.民

优

表

部

ほ

寒
.：敎

賓：

農
業
、
エ
業
、
食
糧
、
；衣
服
、
住
宅' 

什
具
、.赖

訐

等

卡

艽

僴

の

大

委

員

會

に

分

断

さ

ー

れ

て

、
、
失

々

ぢ

00
:

« ;

に

當̂

:0
'
.
.へ
，.

ぐ

.

.

一ぃ.:

,

V

 

\ 
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:■

■

。
行

政

權

ゅ

一

名

：の
議
長

i

l-

五
名
ぬ
委
員
：ょ
泛
成
る
行
政
部
に
ょ<>;て
行
僳
さ
.れ
る
々
：：是
等0
委

さ
れ
％

ー：行
政
權
は
本
篇
：に
立
法
權
に
從
縛
1>
、.尊
ら
立
^

^
狹
議
、
：命
令
、
：，靈

を

遂

：穿
る
任
務
安
有
す
名
？
.行
政
部
9
;行
.
 

動
ば
總
て
人
民
友
人
民
仗
表.部
の
名E

於
い
て
行
は
る
V

O
力
べ
.
.エ
は
こ：

の
行
政
權
の
立
法
權
へ
の
從
屬
を
以
て
共
産
社
會
に
於
け
る 

政

洽

機

歎

第t

の
极
本
洗
則
と
考

へ
て
ゐ
た
。
兹
にデ
モ
ク
ラ
シ

ィ

のA

識
は
裕
し

、
猶
栽
政
治
.の
全
體
的
否
定
が
暗
ホ
さ
れて
ゐ 

る
。
.：犛
し
麗
政
治
办
要
.諦
ば
立
法
驗
杼
政
概
へ0'
霍
を
絕
對
虼
耍
條
仲
と
ず
る
も
旮
で
あ
冬 

内
閣
と
も
呼
ぶ
：べ
き̂.
:
:の
で
各
省
に
分
れ
、
：：そ
の
讁
長
は
所
謂
内
閣
議
長
也
該
當
ず
る
：？
土

s

s

tl
h
ハ
碓
柬
義
蹲
系- 

九
七
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ハ
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ハ
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九

八

(

I

s〕
と
同
じ
く
二
年
の
任
期
で
、
链
年
そ
の.半
數
.を
改
選
す
る
，
而
し
て
遝
擧
は
人
民
代
表
部
の
：選
定
し
.たm

段
の
候
補
奔
名
簿
表
に
基̂ 

V

、
X
民
に
依
て
行
は
れ
る
。£

卞
位
官
苋
の
.任
命
も
亦
年
々
：人
民
に
ょ
っ.て
選
擧
さ
れ
る
6 

:

機
權
も
亦
略
：!'%之
れ
^-
準
據
す
る
0 

•

.

.

.
,

(

1〉
Cabet : 

.。̂

'2
.
1
.
,

p. 」

9的-

199 .
.
/

、 

- 
o
f:
.

.
司
法
權
は
，ど
ぅ
で
あ
る
か
。

：

旣
に
述
べ
た
如
く
共.產
社
會
..に
於

い

，
て

は

殆

ど

：

'ー
切
の
罪
惡
が
跡
を
絕
づ
が
故
に
.形
法
は
事
實
上
空
文 

に
歸
し
，
栽
剕
啓
有
名
無
實
の
姿
：と
な'る
。
が
く
て
司
法
權
ば
人
民
議
會
に
ょ
つ
て
行
は
：る
、
事
と
な
る
。

依
之
觀
楚
、
共
產
;|
|
|會
.の
.政
治
^

は̂
拔
主
的
共
和
國
で
あ
り
、
殆
ど
純
粹
な
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
で
あ
る
。
總
て
の
人
民

.±
完
全
な 

る
政
治
が
平
^
を
享
得
す
る
。.力
.ベ
、.エ
は
何
處
に
.も
自
己
の
國
象
觀
と-言
ふ
ベ
き
も
の
を
述
ベ
て
ゐ
な
い
の
で
、
彼
が
艰
し
て
如
可
な 

、る
國
家
覜
を
抱
懷
し
て
ゐ
：た
か
を
決
李
る
ど
と
は
頌
る
闲
難

? :
;

威
：ず
る
が
、
：彼
於
共
淹
社
會
の
政
治
形體
を
以
て
民
主
的
共
和
國
と 

蓄

■
に
微
す
れ
ば
#
く
f

彼
齡
級
的
國
議
を
抱
い
'て
ゐ
な
か
っ
_

丈

は

繁

で

奪

。
芒

民

_

共

齧

も亦
羅

の

1

形
態
た
る
こ
と
に
變
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
民
主
的
共
和
國
こ
そ
は
理
相

：

的
政
體
で
あ
つ
て
、
そ
の
中
に
デ
モ.ク
ラ
シ
ィ
が 

最
も
純
粹
に
行
は
るV
も
'の
と
彼
は
考
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點
、
マ
ル
タ
シ
ズ
ー
ム

ー

レ
.ェ
一
一
ズ
ム
と
好
對
照
を
な
す
。
從
つ
て
力
べ 

H

は
.又
無
政
府
主
義
客
で
も
な.い
。
權
ヵ
の
所
往
關
係
か
ら.見
て
も
彼
は
無
政
府
、王
義
者
に
通
有
す
る
分
權
主
義
ょ
力
も
寧
ろ
集
權
主 

義
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
認
め
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る
?〕

;0
.

?〕

.
r
<
.
沒
03*
は

ん

さ

总

，
は

財

貨

共

有

社

會

の

形

態

.に
っ
い
.て
.は
何
處
に
も
述
ぶ
る
所
が
な
か
っ
た0
し
か
し
瞹
眛
な
る
彼
の
思
想
か
ら 

推
^
iる
に
彼
の
將
來
社
會
は
フ.ル
，ウ
ド
、ノ
，が
述
べ
た
如
き
無
國
家
、
無
政
府
、
.權
カ
な
き
統
ー
な
き
純
乎
た
る

0
然
狀
態
の
無
支 

配
者
狀
態
で
あ
る
ら
し
い
备
？

ゐ
る.

cstein

'M.p a.

o
.
,
. 

s..

急

の

は
'
f

p
b
et?
.財
貨
共
有
社
會
の
形
態
に
つ
い
て
は
，詳
細
に
す
ぎ
る
位
論
述
し
て
か
る
か
す
知

^:
:
':
.
.
,

、

:

(

ロ〕

社

#並
に
經
濟
組
織

. 

,

共
產
主
義
經
濟
の
根
本
原
則
は
生
產
及
消
費
に
於
け
る
一
切
私
有
の
：撤
廢
で
あ
ろ

V 。

最
n十
そ
こ
に
は
私
有
財
産
も
、
貨
幣
も
，、
賣M- 

も
#
法
す
る
こ
と
が
な
い,0
天
與
の
大
地
た
る
と
、
產
物
た
る
と
を
不
問
ー
切
は
擧
げ
て
全
國
民
の
共
有
に
屬
し
、
そ
の
問
全
く
自
他 

の
區
別
を
存
V
な
い
P
力
べ
ェ
は
謂
ふ「

地
上
地
下
一
切
の
領
土
は
唯
、
唯一.
の
社
會
的
所
荷
地
と
な
る。
' 一
切
の
動
產
は
土
地
及
エ 

'«
の
一
切
の
產
物
と
共
に
唯.一
の
社
會
的
資
本
を
形
成
す
る
。
こ
の
社
會
的
所
有
地
及
此
會
的
资
本
は
國
民
に
全
體
と
し
て
歸
屬
す
る
。 

國
尻
は
母
等
を
此
ハ
同
に
耕
作
し
、
利
用
し
、
或
時
は
之
を
自
ら
管
理
し
或

時
は
自
己
の
代
表
^
を
以
て
管
理
せし
め
、
一
切
の
產
物
は 

之
を
平
等
.一
に
分
配
す
る

』

と
。
？
V

,

?

〕

c
a
?
“ 

op. cit, P. 35.

.

.
力
ベ
ェ

' は全
土̂
を
啤
一

.の.社會
財
産
、

.全
共
産
物
を
唯
一

.の，社
#資
本
に
呼
ん
セ
ゐ
る
。
远
等
の
も
の
ば
ま
げ
て
國
民
の
共
同
所 

有
に
腐
ず
る
。
國
家
は
共
同
的
に
楚
等
に
よ
つ
て
生
産
を
行
ひ
、
共
同
に
消
費
す
る
。
こ
れ
所
謂
財
貨
共
有
制
で
あ
る
？
共
產
經
濟
の 

极
本
原

.理は
こ
の
財
貨
共
有
制
に
在
る
。

然
ら
ば
こ
の
财
貨
共
有
制
は
如
何
に
し
て
運
州
せ
ら
る
、
か
®
固
よ
り
財
貨
共
有
制
は
無
秩
序
、
無
節
制
に
椹
へ
得
る
も
の
で
は
な 

く
、
必
ず
何
等
か
の
統
制
を
必
要
と
す
る
。
然
ら
ば
こ
の
銃
制
は
何
人
の
發
意
に
よ
つ
て
行
は
る
、
か
、
即
ち
個
人
的
ィ
ー
一
シ
ャ
テ
ィ
ィ
ヴ 

に

.J：
る
か
、
浩
く
は
公
的
權
カ
の
，創
意
に
よ
る
が
。
換
言
す
れ
ば
個
人
的
創
意
を
是
認
す
る
自
由
自
制
經
濟
で
あ
る
か
、
將
又
强
力
な 

る
公
權
力
.の
發
動
に
基
く
所
謂
統
制
經
濟
で
あ
る
か0'
.無
政
府
共
產
ホ：

義
者
の
禮
讃
し
、
カ
說
す
る
ん
の
ば
前
者
が
あ
り
、
力
べ
：ェ
の 

擇
ぶ
.も
の
：.は
後
者
で
あ
る
。.
こ
の
點
に
於
い
て
十
九
世
紀
社
會
主
義
理
論
家
は
.

rf

派
に
..大
別
さ
れ
る
.。
即
ち
上
述
せ
.し
.が
如
く
個 

力
.
ベ

ェ©
§

主
義
體
系

 

九

九

(

r*
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五
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べ
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:ハ
鹿
處
體
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.

1

8
 

C

 

ニ
四
六
六)

级

疼

沿
■

る
一
派
と
、
冷
_

の

馨

$:
-
-ヵ

響
^
,

『

導

ど

嗜

，
し
て
■
富

歡

じ

ズ

齡

塵

義
#.
の
常
道
'で
お
り
' 
ぞ
の 

代
表
容
ば
ブ
ル
か
ド.
^
:

K

ケ
.
I 

•
で
あ
が
？

，'後
者
ば
國
家
社
會
击
義
、
猫
庵
主
義
而
し
て̂
:的
に
.ゆ
ザ
ル
メ
ズ
至
_
に
依
て 

代
表
せ
^
2)
'
,̂
0
ガ
べ
.
.エ:̂
ご
..の
點
；に
於
い
て
は
後#:
の
例
に
^:
れ
^
い
'
0
-
-
-
-

こ

ァ

パ

”

.
ソ

.
V m
o
o
h
 ̂

0
^
-

w
o
o

 

w
ô
c
b
o

 
o
p̂

. 

,

力
べ
'工
.に
於
い
で
、.國
家
ぼ
啻
に
政
治
上
に
於
い
て
の
み
な
ら
か
做
經
濟
上
，の
：最
高
，硫
御
款
で
あ
る

o
_
.
塵

、.交
換
、
分
配
を
通
じ 

て
一
切
の
問
題
は
悉
く
國
家
の■創
意
を
俊
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
國
家
は
同
ょ
り
彼
に
於
い
て
ば
民
意
に
沒
交
渉
の
絕

JJ
-
AJI 

家
.で
.は
な
:-
<
,最
も
純
粹
め
民
主
的
共
和
國
で̂.
る
。
彼
日
ぐ『

厨
埒
：の
衣
食
使
の
だ
め
來
產
を
：必

繁す
.る
一
切
の
#
物
を
柿
卬
決 

宛
ず
左
も
ゆ
篮
ハ
和
國
であ
る
。
蛋
.等
(0
事
_
ヒ
國
家
の
。勞
働
乾> 
一
國
家
の
工
場
に
於
で̂

g

ざ
：ぜ
る
も
の
は
、
共
和
國
否
唯
北
ハ
沿J 

あ
る
の
：み̂
■
あ
る
。
製
造
場
を
造
營
さ
せ
、
常
に
最
適
の
場
所
及
び
最
{元
全
，な
る
計
靈
を
選
定
し
、
大
エ
場
を
組
織
す
る
も
の
は
共
％ 

國
で
f

。
手
順
'を
選
K
U、
一
 
切Q

霸

、
置

、
改
良
を
常
に
公
表

v
f

 Q

は
共
和
國
で
あ
る
。
多

數

の

嚣

？

敎
宵
し
、 

彼
等
に
M
料
及
要
具
を
供
■
ハレ
、
.彼
等
に
勞
慠
を
分
配.

レ'.最
:̂
'
坐
產
的
た
_る
ベ
ぐ
勞
衝
^
分
割
U;
、
0
し
て
金
輯
の 

以
て
支
拂
を
な
す
も
の
は
共
和
國
セ
あ
各
。
最
後
：に
、
：

i.

铒
の
製
造
品
於
受
領
し
、.•％
H:
之
ル
を
一
切
.の
勞
働
荞
' 
兒
宽
に
分
配
ず
る 

.回
^
.を
以
て
，大.倉
«

保̂
管
^
-̂

も
50
:
'.は
共
和
國
で
あ
.る』

.と
0(
1
>
.
.
:
:
.
.
.
.
.
• 

. 

: 

'<
 

ニ
.

V 

s. 
0
^
.
^
s

.

.

. 

^

^

 

-
. 
... 

- 

 ̂

;

ぐ 

1
'切
の
經
濟
活
動
啟
國
於‘に
‘ょ
々
で
«
齊
狼
排
％
れ
る
。
國
家
比
經
齋
生
洁
办
藤
律
者
ゼ
あ
る
。
そ

餐

ゼ

卿

备

靈
§
.
現
ぼ 

絕
制
的
に
許
さ
れ
ない
。
力
べ
土
ほ
國
家
の
經
濟
統
制
力
を
.深
く
信
賴
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
彼
を
集
產
主
蕺-#
と 

坪
ぶ
こ
と
社
決
し
て
.不
當
で
.は
あ
：̂

^
V
I .か
\ 

'る.國
家
統
制
瘢
濟
水
可
能
^
蚤
や
を
ぞ
、
可
能
な
り
と
すf

菜
し
て
ど
の
程

®
め

永
縦
性
を
有
す
る.や
^
や
试
凝
の
哆
く
#
法
す
名
所
で
^
名
6'
:

.

:

:

:

'

-
ニ

'
,
:
:

:次
に
勞
働
制
度
苽
就
て
述
：べ
や
ぅ
。.こ
の
.點
に
於
け
る
.ヵ
べ
 ̂

且
：：

っ
傾
聽
に
價
す
る
瓿
八
刀 

•.

で
^
る
.。
.共
菝
社
會
で
は
勞
働
は.萬
人
共
通
，の
第
一
義
務
、
换
言
す
れ.ば
社
瀹
的
職
能
で.あ
る
。
何
人
士
雖
^
疾
病
其
他
止
む
を
得
ざ 

ぶ
場
合
七
除
い
て
、
こ(0
莪

務

羞

：る
.、
事
は
«
對
；に
出
來
な
い:0
北
ハ
產
振
會
で
：は
居
成
員
湫
國̂

:

 ̂

典
與
子
た
る
：
 

と
女
子
た
る
と
.を
不
間
、
，例
外
な
く
法
雜
の
親
定
す
名.各
種
の
手
'3
:
-、
技
藝
肖
肋
職
業
中̂

ず
：そ
.の
.一：

を
選
掘
し
、
凡
て
同
一
時[I
I
1
Q
-

 

勞
働
：に
#
し
な
け
れ
ば
な
ら
.ない
。

潜
働
義
務
：̂

限
は
男
子
に
あ
夕
て.は
十
八
才
ょ
り
六
十
五.
、̂
'女
子
に
;^
っ
て
は
十
七
才
ょ
り
丑..

| 
‘ 

十
才
。
勞
働
に
：は
最
屏
貴
賤
の
別.と
い
ふ
も
の
が
佥
く
杯
し
な
い
。
何
れ
の
職
業
も
そ
れ
が
社
會
全
體
に
と
っ
て
緊
要
不
可
缺
の
も
の

と
し
て
國
法
の.命
.

る̂
所
で
あ
る
限
以
、

•：；

夫
'々
.■固
有
.の
職
能
を
社
#

に
，同
様
.に
貢
献
す
る
も
の.で
あ
：石
が
故
に
^
^
そ
の
間
に
貴
賤
優
劣 

, 

の
兹
別
を
設
ベ
杳
姐
合
の4
の
，
で

な

く

、
：

.從
■て
何
れ
も
同
«
の
尊
敬
を
.受
け
る
も
の
で
あ
る̂
各
職
業
間
の
最
も
完
全
な
る
平
等i

こ
れ
が
共
産
社
會
の
勞
働
原
則

Q: 1

で
：:^
る
o
c
l
v
^

:

:

'.

(

1〕

' 

Cabet ;oD,cit, p.. 100,. 

I
O
I
, 

102. .5,57. 

.credo cosnnsstej.lbld, p..

认
 44--

■

滋
に
勞
働
制
度
に
附
纏
ふ
最
太
難
礁
は
勞
働
苦
痛
の
.問
題
で
.あ
る
;：
0
如
何
に
し
て
勞
働
の
苦|

除
去
す
べ
：き
か
。
：
こ
の
問
題
は
決 

山
て
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、

十：！

來
ょ
り
幾
多
社
會
思
想
家
の
腦
漿
を
絞
っ
て
、
令
尙
来
解
決
の
宿
題
で
あ
る
。
力
べ

H

も

亦

こ

の

.
問 

題
に
.

I

答
案
を
.寄
與
.せ
ん
と
す
る
.も
の
.で
あ
.る
が
、
.こ
の
'答
案
は
フ
ゥ
リ
エ.の
そ
れ
と
共
に
注
目
す
ベ
く
、
且
興
味
あ
る
も
の.で
'あ

る 

o 

-
 

-
 
\ 

.

.

.

-

'勞
働
の
，苦
痛
を
除
去
す
る
方.法
は
不
敢
取
、
そ
の
苦
痛
を
變
じ.て
、
：'之
を
愉
快
な
も
の
に
、
誘
惑
的
な
も
の.仡
’
亡
^̂

權

幾

に

す

る
S

で
I

I

痛

_

因
■

雪

馨

秦

:-
'
f

メ
べ
H
w-f
hハ
陴
决
篛.腹
第
. 

ー

〇
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U

四
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1
2
1
(

舅

八

〕

力
故

に

露

快
梁
化
の
方
法
も
亦
こ
の
點か
ら
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
力
べ
f
亦
決
し
て
こ
の
點
を
看
過
し
な
か
つ
た
。 

彼
の
考
案
は
先
っ
第1

、
勞
働
の
機
械
化
であ
る
、
換
言
す
れ
ば
機
械
を
無
限
に
僧加
し
て
、
幾
十
億
の
勞
働
者
に代
ら
し
む
る

奪
 

あ
る
。
か
く
て
危
險
、
苛
酷
、
震

、S

惡
す
べ
き
勞
働
は
一
切
人
力
によ
ら
し
め
ず
、.悉
く
機
械
力
に
よ
つ
て,

せ
ら
る
A 

と
I

。
勞
i
減
S

械
：I

I
、化

篇

つ
と
い
ふ
見
解
藤

5
ブ
ゥ
フ
、■フ
マ
リH

に
見
え
て
ゐ
f

Q

Sつ
て
固
よ
り 

力
べ
ェ
.の
新
着
想
と
稱
す
ベ
き
で
は
な
い
が
.兎
に
角
勞
働
苦
痛
排
除
の
一
方
法
た

I

失
は
ぬ
0 

次
に
彼
は
嚣
時
間
の
適
正
に
嘗す
る
。
彼H

よ
れ
ば
勞
働
時
間
は
夏
期
に於
て
は
七
時
間
、
.冬
期
に
於
てS
ハ
時
f

し
、
始 

ず
け
，

u
s
k
r

衣
く
は
七
取

.終
業
は
•午
後
一
時
.と
見
む
.る
こ
と

1
以
て
摘
當
と
認
め
て
ゐ
る
。

尙
こQ

努
働
時
間
に
は
、啤
卞
、
新

機
械
の
機
望
びH

場

藤

Q

改
善
I

?

若

干

霧

Q

可

繼

が
I

が
、
併
し
他
方
新
欲
望
の
溫1

•く
新
興
產
業
の
發
生

を
考
泣
す
る
時
は
併
記

i

ハ
七
時
間
の
^
働
時
間
を
以
て
略
最
低
變
に
近
い
も
の
と
認
め
ね.ば
な
ら
ぬ
と
力
べ
’ェ
は
附
言
し
て
ゐ

フI

V
併
し
こ
の
六
、
七
時
間
の
義
货
勞
働
は
諸
他
社
會
思
相
{家
の
工
夫
に
較
べ
る

と
決
し
て
短
い
も
の
'

で
.は
な
い
。 

c
l

) 

Cabet; .ibid, 

? 102- 103.

.
勞
働
嘉
の
一
因
は
そ
れ
が
單
調
無
味
な
る
事
で
あ,る
。
こ
の
單
調
無
味
は
奢
し
て
近
代
的
翁

Q

强
化Q

結
業
る
や
明
か
で 

あ
ろ
ね
る
に
力
へ
ェ
は
フ
ゥy
ェ
と
共
に
生
许
カ
増
火
の
手
段
と
し
て
八
？；
,
の
■効
艰
と
必
要
を
强
調
す
る

」

人
で
あ
る
。
こ
の
デ
レ 

ン
マ
を
如
何
に
し
て
彼
は
逃
れ
ん
と
す
る
か
。
彼
は
こ
の
解
決
策
と
し
て
勞
證
程
に
變
化
を
與

.へ
ん
と
す
る0

此
點
フ
ゥ
リ
ェ
と
同 

.巧
で
あ
るC

力
べ
^
の
考
案
に
.よ
れ
ば
、
各
人
は
夫
々
星
の
職
業
に
靡
じ
、
所
定
の
典
同
大
工
場
で

一

所
に
勞
働
'に
從
事
す
る
。
朝
六 

時
十
五
分
前
に
ェ
場
に
到
着
し
て
卷
衣
場に
て
勞
働
服
に
衣
替へ
、
•正
六
時
S

を
合
圖
に
一
齊
に
幣
働
を
始
め.る
。
九
降
に
は
全
部 

S

に
行
つ
て
十
溢
で
沈
激
の.中
に
3

|

る
が
、
食
事
中
彼
等
め
ー.人
が
高
聲
に
新
聞
条
み
き
か
せ
る
。
午
後一
時
に
は
勞

働
を
や
め
、
後
始
末
し
て
、
着
衣
場
に
降
つ
て
身
を
洗
ひ
一
日
の
.休
息
に
つ
く
0
そ
の
.勞
働
過
程
中
、
：
最
初
の
ニ
時
間
は
厳
®
な
る
沈

默
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
の
ニ
時
間
は
相
互
に
談
話
せ
し
む
る
。
殘
餘
の
勞
働
時
間
は
自
己

.の
た
め
又
は
他
人
の.た
め
高
歌
吟
誦
し
、

時
と
し
て
はr

齊
に
合
唱
を
行
ふ
事
と
す
る
。
?

〕

.

か
、
る
方
法
に
ょ‘つ
て
單
調
無
味
か
ら
來
る
苦
痛
を
除
き
、
. .

勞
働
を
愉
快
な
も
の

-

に
す
る
こ
と
が
出
來
る
？
力
べ
/ェ
は
か
く
考
へ
：た
o
.-
フ
ゥ
リ
ェ
の
着
想
に
比
ぶ
れ
ば
固
ょ
り
單
純
禅
拙
た
.る
.を
免
'か
れ
な
い
が
、
兎
に

角
、
其
ェ
夫
は
微
興
を
禁
じ
得
ぬ
。
.
、

 

. 

,

-(

1
0
 

Cabet; ibid., p. 61.

:勞
働
苦
痛
を
絕
滅
す
べ
き
是
等.の
：主
要
乎
段
と
共
に
且
つ
之
を
帮
助
し
て
、
：勞
働
の
尊
嚴
を
敎
ふ
る
敎
育
、

H

場
の
淸
潔
、
快
適
、 

勞
働
貴
賤
の
撇
廢.、
名
#——

こ
れ
等
の
も
の
が
相
俟
つ
て
勞
働
ょ
り
舍
痛
の
要
素
を
ー
掃
し
て
、

.之
を
誘
惑
的
(0
.
'も
の
、
愉
快
な
る 

も
の
、
換
言
す
れ
ば
快
樂
に
變
ず
る
事
が
出
來
る
の
で

あ

る

。

.

力
べ
ェ
は
か
く
#
へ
る
.の
'で
あ
'る
。
.
力
べ工
の
言
ふ
所
は̂

實
穩
健
丨 

備
に
首
肯
す
ベき
も
の
、
倾
聽
す：

べ
名
も
の
を
も
つo
し
か
し
同
.
1間
題
爻
取
极
つ
'たフ
ゥ
リ
ユ
.に
比
較
す
れ
ば
、
.そ
の
構
想
の
雄
大

な
る
、
そ
の
^
⑩
の
細
密
な
る
、

「

推
理
の
奔
放
_
利
な
る
.、
，着
眼
.の
#
拔
新
奇
な
る
、.尙
逾
.か
に
力
べ
ェ
：
の
企
及
し
得
る
所
で
は
な

.

.

.

.
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1)
warlQriin 

も
こ
の
點
に
つ
きoabet 

€ Fourier 

の
比
較
論
を
試
て
ゐ
る
。

Gron.Die Fozkle Eewegung
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ロ
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Belgien. 1845, s.. 351.

, 

.

尙
力
べ
ェ
p
所
說
に
聊
か
吾
人
の
不
可
解
に
覺
ゆ
る

I

事
が
あ
..る。
そ
れ
は
勞
働
義
務
と
勞
働
快
樂
化
と
め
關
係
で
あ
る
。
旣
に
述 

ベ
た
如
く
彼
に
依
れ
ば
共
産
社
會
で
は
勞
働
は
萬
人
に
.課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
る;0
勞
働
を
寓
人
■に
親
務
化
す
る
こ
と
は
勞
働
自
身
が 

萬
人
の
等
し
く
苦
痛
と
感
ず
る
た
め
で
は
な
い
かP然
る
に
力
べ
ェ
_は
他
方
に
.於
い
.て
共
產
社
會
の
勞
働
が
快
樂
で
あ
る
と
說
く
。
厭

力
べ
ェ
の
共
產
、義
體
系
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1
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三
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六
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1
 

は
も
含
も
の
な
れ
ば
こ
そ_

と
娶
强
制
の
必
要
あ
れ
、
飩
迄
樂
化
し
たる
勞
働
を
何
の
意
参
て̂

ら
ぅ
か
ゃ
快
樂
化
せ
蠢
働
を
尙1

務

眾

：ズ

强

顯

芩

の

要

を

說

裏

の

心

窆

貢

の

領1

雰

.
o
-
o
,
.

'c
o
u;f
'̂
.
M
p\<
'
il
-
a
务̂
调
を
抱
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:
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,
O
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M
P
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H
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h^
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^
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Jlr 

.

.

.

.職
#
の
韵
蒸

如

富
'K
-'
b
マ
行
は
る
、
か0
こ
の
問
題
に
答
ふ
る
た
め
に
は
勞
働
者
の
.エ
業
的
若
く
は
硪
業
的
敎
育
に
っ
い
て
述
べ 

な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
；®

'
.
‘
；：
.：：
：
. 

；
.'
'
: 

じ。
'
:
'
?
.
:
'
.
.
:
:

;

盡

は

十

八

才

皇

る

迄j
切
の
科
學
に
關
す
る
初
蓮
本
敎
育
を
受
け
る
0
數
學
及
觀
を
習
得
し
、
技
藤
、
手
工
、
l
k
.
1

:
®
、
就
、
«
筹

の

：1

其
、
機

馨

凇

關

オ

患

般

的

觀

露

痛

眷

飞

、
：：姿

敎

舅

の1

|
的
敎
育
ま
ャ
は
な
く
見
學
、

—

實 

驗

驾

の

蜜

に

患

て

龙

敎

育

女

音

參

费

て

汾

凃

集

げ

验

滄

今

著

職

業

を

選

撵

す
る
|

格
'5
:
-得
、る
0'共
和
國 

は
f
 

I
っ
て
年
落
■

所
環
人
員
滿
忙
し
て
、
所
耍
人
員
管
公
表
し
、+八
才
の
：？

を
し
て|

|
擇
さ
せ
る
0.
,
 

競
I

恶

た

場
f

は
試
驗
楚
_

會
の
判
f

ょ
っ
て
其
の
都
度
適
老
割
當
る
事
と
す
今

か
、
る
方
法
で
全
國I

け
る 

千
5

:
の
奪
が
各
職
業
に
從
て
各
職

f

に
配
豐
れ
.る
。
か

く

篇

め

て

篇

響
f
 

”特

殊

，
の

職

業

敎

育

を

浮

I

、
事
と 

な
る
。：

職
業
嘗
は
现
論
敎
f

實
際
敎
育
と
に
分
れ
る
。
理
論
敎
育
で
は
各
獲
の
理
論
と
歷
史
を
學
ぶ
。
_
.
敎
育
は
各
職
場
に 

於
い
て
行
'は
る
、
y

、
で
龜
を
終
へ
.て
初

め

て

一

人

前

の

職

業

勞

働

社

會

の

た

めI

分
S

仕
す
る
事
が
出
來
る0

女
に
も
同
導I

、
即
ち
十I

皇

I

、
.議

及

事

馨

の

議
i

富

一

潔

觀

靈

馨

鑫

授

し

；ボ

や
て
職
業
I

擇
を
行
は
し
め
、
適
疆
夫
々
適|

_

敎
育
5

し
.て4
人

俞

の

享
職

業

勞

働

者

备成
す
る
？

：

(

i

oabet; ibid., p. 

I
?
I
06:

愉
快
な
る
勞
働
と
充
實
せ
名
職
奮
育
と
找
相
俟
カ
て
共
濃

會§
.

生
産
力
を
增
李
參
し
か
し
之
れ
の
み
：で
は
尙
唐
カ

I

金
な
る
發
股
を
贶
す
る
に
は
朱
だ
充
分
で
は
な
い
a 

kに
質
銀
て
ふ
勞
働
生
產
カ
金
激
成
す
る
.好

個

'-
<
0拍
車
は
#
在
し
な
い
0
そ
こ
で

力

べ

，
エ

は
#
個
人
の
愛
國
的
献
身
と
競̂
心
ft
訴
‘へ.

る
。
' 茲
に
競
讲
心
の
*
:象
.は
最
平
有
鄭
の：

賃
銀
歌
酬
で
は
.な
い
。
：'そ
ば
無
形
：の
公

.共
的
名
^
,
.藤
^
>̂
榮
^
で
あ
る
.0::
>?〕 

ぐ
.
.へ'
,パ
'
:べ.：
.；':
;
.
.
:
:

-.
へ：
.”
：

''へ：，：
:：

(

1 
 ̂Cabet; ibid. p. 

1
0
2.
 

' 

.

.

.

是
等
め
諸
耍
素
が
馳
合
し
て
、
，生.產
活
働
は
完
金
に
發
撺
せ
ら
る：X
O
.'

生
產
活
動
0
目
的
拉
-
に
.國
民
全
體
を
最
も®g

た
，ら
し
む 

.る
に
密
る
が
故
に
：何
ょ
り
戈
洗
づ
生̂
必
^
品
の
生
產
に
淆
手
-1
.
:;
'
そ
や
遺
憾
な
き
を
確
保
し
て̂

;'
^
て
、
次
に
有
用
品
の
生
產
に
移 

り
、
最
後
妃
陕
適
ロ1
.の
坐
：産
を
疔
ふ
の
で.如
る
0
?

〕

；
ヵ
べ
エ
は
決
し
て
奢
够
品
の
生
產
を
無
條
件
に
拒
む
も
の
で
は
な
い
9 
V

(

1)

c
; l
'-
i
b
i
d
.
, 

P
.

 

1
0
0
.

.

農
業
は
.一
國
南
業
中
瘀
も
重
耍
の
も0:
;
で
^
る
0
'ゼ
こ
で
ヵ
バH

は
侗
人
と
離
も
於
要.允
庫
じ
.て
、
農
業
家
と
.な
る
.連
が
出
來
る
樣 

敎
宵
し
て
置
か
故
け
れ
、ば
な
ら
な
い
と
述.ベ
て
心
る
。
農
業
に
师
耍
ひ
知
識
ば
凡
ゆ
る.觀
_
に
從
事
す
る
全
市
民
に
と
つ
て
必
要
と
認 

め
ら
る
X
が
故
に
兒
宽
は
先
づ
農
業
邦
本
原
理
を
學
ぶ0'遵
業
家
と
な
る
に
は
エ
業
の
場
合
と
同
獠
に
職
業
敎
育
を
受
け
ね
は
な
ら
ぬ

0
 

'商
業
は
ど
ぅ
な
る
か
？
共
產tf
:
會

ゼ

は

本

來

の
に
⑽
る
瓶
員
ど
卜
ふも
の
比
£

|伟
立
し
な
い
。
そ
れ.は
本
來
貨
財
'の
配
給
を 

使
命
と
す
る
も
の
な
る
に
不
拘
、
刺
澗
追
及
の.た
め
の
欺
瞞
、
詐
術
に
墮
し
て
、
固
荷
の
職
能
を
沒
却
し
て
ゐ
る
。
共
產
社
會
に
於
い 

て
は
貨
財
配
給S

當
事
客
は
最
n十
、
富
豪
、
大
，商
人
と
い
ふ
が
如
き
私
人
で
は
な
X
、
實
に
共
和
國
自
身
で
あ
る
。
共
和
國
自
身
が
特 

宓
地
方
に
衝
じ
、
：
そ
の
地
脒
並
地
位
ト
；最
名
適
當
な
る
農
業
的
、
工
業
的
生
産
を
命
じ
、

k
或
る
地
方
ょ
り
、
.，そ
の
餘
剩
貨
財
を
收
得 

し
て
他
の
I
ら
ざ
石
所
に
配
當
,b
以
て
有
無
相
逝
^
る
の
媒
介
盏
と
な
る
。C
1
V 

.
兹
に
國
家
に
4
る
配
給
窜
業
の
嘥
命
が#
す
る
.'
0
'內 

摑
商
歎
は
土
述
の
如
く
行
は
る'.
\
と
す
れ
&
外
國
诞
商
は
.如
何
で
あ
名
か
。'-
.
'
.
私
的
取
引
は
最
导
許
さ
れ
卞:'
'

府̂
當
局
の
手
.で
行
社
れ

'

^
力

べ

ユ

の

共

糜

束

義

體

系

: 

|〇

五

(

ニ
四
七
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謹

hi

力

べ
エ
の

共

糜

主

義

髖
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四
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く
外
I

f
 

l

l

iて
輸
I

輸

縁

名

數

|

人

民

若

各
^

 ̂

S

3
 

f後
f
 

I
取
引
S

I

る
。.
S

ょ
り
輸
入
す
る
雰
I

I

商
品
は
、I

I

て
栽
吾
し
、
S

謹

1 1
.て)
！

|

仰
！

尋

|

ー
|

|

! 1
! |
ハ

1 8

之
4

す

る

定

外
I

袭
人
に
委
ね
ず
、
響

を

以

て

代

へ

慕

—

こ
れ
が
力
べ
l

i
で
I

O

•?)
pbet; 

f
b
F
p 16:

.

.

一
 

ハ2) 

'pbet; op. cit, p. d 63- 464.

宗
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例

へ

響

、
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^

 ̂

こ
れ
は
堅
實
な
る
信
仰
の 

び

r
u彼
は
信
仰
の
前
提1

1

1
を
通
し
そ
の
方
法
に
周
到|

意

を

豐
^
^
^
^

Y、p

r>
^〜

l

^
の
S

に
歸
依
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
いO

S

.

.
法
律
も
亦
t

る
髪
に
對
し 

は

f

人
i

敎
|

智

1

る
こ
1

禁
ず
る
0
こ

は

理

性

歲
:0
憂

の

|

_

、
|

|

ら
し
む
る
と
|

る
ロ 

、
‘
る

旣

に1

般
敎
育
の
課
程
を
終
了
す
る
十
六
、
七
才
に
到
れ
ば
、
僧
侶
に
依
ら
ず
、
募f

し
て
一
年
問
に
f

一
 
切

_

I 1
_

H

I

 麵

驗

| |

啦
I

I

I

I

I
欲

產

f

 

f

 

i
 

I

I政
f

國
家
で
I

。

V

I

IjI
.I
I
し
何
等
そ
の
制
掣
を
受
け
ずC
3

)

信
仰
は
全
く
個
人
の
自
凼
と
な
％

か
く
て

1

國
內
に
幾
多
の
宗
派
が
存
立
し
得
べ
き
笹
で
あ 

る
。
然
る
に
政
治
上
に
於
い
て
も
、
宗
敎
上
に
於
い
て
も
、
遒
德
上
に
於
て
名
眞
理
は
一
で
あ
る
か
ら
縱
令
ー
時
多

®
の
宗
派
が
#
在 

し
得
て
も
纏
て
歸
着す
る
所
は
一
の
信
仰
、
.一の
宗
敎
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
艰
し
て
然
ら
ば
が
、
る
宗
敎
は
何
で
あ
る
，か
。
か
.、
る 

宗
敎
は
傅
愛
を
說
く
遒
德
及
敕
學
の
一
體
系
に
す
ぎ
な
.い
^
4タ
而
し
て
道
德
及
贤
學
の
最
も
完
全
な
る
體
系
は
財
貨
共
有
社
#
、
即 

ち
共
產
主
義
で
あ
る
。そ
は
傅
愛
#
の
最
も
完
全
：な
る
實
現
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
言
べ
ば
ィ
.

H

ス
い
ク
リ
ス
ト
に依
て
說
敎
さ
れ
た 

此
の
財
貨
共
有
社#
は
そ
れ自
身一、

の
宗
敎
で
あ
り
罾、
宗
敎
中
最
も
完
全
な
る
も
の
で
あ
る
？ぃ。

力
べ
エに
於
い
て
は
共
産
主
義 

即
ち
栽
#
敎
で
あ
る
。
彼
の
提
唱
す
る
宗
敎
は
共
産
主
義
で
あ
り
又
同
時
に
基
#
敎
で
あ
る
。
二
者
は
同
體
異
名
で
あ
る
。
信
敎
の
自 

出
を
說
き
、
政
府
の
，八
刀.
離
を
說
き
乍
ら
結
局
邋
督
敎
を
唯
一
眞
正
の
宗
敎
と
看
做
す
琪
に
よ
つ
て
、
結
局
問
接
に
前
言
を
爾
へ
す
と
い 

ふ
南
家
撞
着
に
陷
て
ゐ
る
。
兎
もあ
れ
、
キ
リ
ス
ト
.を
共
產
主
義
者
と
看
做
し
、
集
督
敎
によ
り
共
産
主
義
を
演
繹
する
點
は
獨
逸
社

#
主
義
者
ヮ
ィ
ト
リ
ン
グ
と
金
く
そ
の
軌
を
同
ぅ
す
る
、
共
に
代
表
的
宗
敎
社
會
生
義
者
と
稱
せ
ら
る
、
所
以
で
奴
る
。

.
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こ
の
點
は
^
。容
1
.
1
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育
は
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。
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エ
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敎
育
め
役
割
を
筮
大
視
す
る'0
彼
に
よ
れ
ば
敎
育
は
共
產
社
會
の
社
會
並
に
政
治
制
度
の
根 

#
允
る
べ
嚏
もQ

で
あ
る
が
故
亿
國
家
は
佥
國
玛
に
對
し
拽
れ
な
く
平
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の
敎
肓
を
授
け
る
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敎
育
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體
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、
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共
庳
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し
て
新
し
い
i

は
な
い
。
菜
幾
多 

し
な
い
者
は
殆
ん
I

I

署

ょ

い

。
遠
く
は
ブ
ラ
ト
オ
、
モ
オ
ア
,
カ
ン
パ
ネ
ラ
、

モ
レ
リ
イ
、
.マ
ブ
I

、

動

_

ん
.1

_

p
lr
H

:へ

方

法

I

ず
！

■
•
で
'
l
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f

激
I

法
上
S
 

を
、
可
及
"

.

-
c
ioabet'ib &.

へ p. S2; 

>
 

V' 
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,
s 
' 
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.

り

..;
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'
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:
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•

次
に
家
族
.
.結
雜
:'
'篇

:'
美
術
等
の
間
題
が
殘
つ.て
|

が
何
れ
森
筆
す
べ
，き
も
の
が
無
い
如|

客

. 

五

過

渡

期

の

問

題

'
:
:
:

ー
 
痛

恕

■

の
後
に
潮
凌
實
現
さ
水
る
か
。：
此I

I
し
て
力
べH

は
一
個
の
現
I
 

“

幾
し
^

^
 

^
る
V 

.は
革
命
の
神
祕
|

じ
|

彼
に
ょ
れ
ば
、:1

擧
に
富
の
不
平
等
、
私
有
腸,

並
に
貨
幣 

产

;;:

直

ち

に

之

に

代

ふ

る

に

如
貨
|

社
會
を
以
て
す
t

と
ば
出
I

s
必
ず
、
現
行社

會

韋

と共
覆

食

と

の如

^
は
前
者
ょ
;1
)
後
容
に
到
.：：る
1
.定
期
間
の
逾
_

が
>
將
來
社
會
へ
の
準
備
時
代
と
し
て#
在
し
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
て
と
を
確
信
し
、 

其
理
^
と
:1
.て
龙

：の

如

く

：述

べ

：

.て
ゐ
：：る
、
：.
.
.ー> 

.

f

突
如
、
私
有
財
產
、
：.貨
勝
並
：に
富
の
不
平
等
を
撤
廢
し
て
、
直
ち
に
之
に
財
貨
共
有
社
會
を
置
換
ふ
る
棗
は
出
來
な
い
。
蓋
し

(
1
) 

富
若
と
$

1

家
上
は
必
ず
、
自
巳
め
常
習
慣
例
が
之̂
ょ
^
て
毀
損
せ
ら
る
\.
:も
0
:と
認
む
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
の
財
貨
を
收 

■奪
す
る
こ
と
は、
«令
之
に
對
し
ヤ
他
の
代
黎
與
ぶ
る̂
の
ゼ
し
て
も
、
生
命
を
剝
奪
す
る
こ
と
と
同
檨
に
：彼
等
に
と
つ
て
は
耐
ぺ 

:

難
い
翦
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
は
新
社
會
の.目
的
に
反
し
て
、
，彼
等
を
不
幸
た
ら
し
め
る
。
こ
の
事
は
又
彼
等
を
絕
望
と
反
抗
と
に
驅
り
立

■ : 

,
 

.V.

て
、
：馨
改
遞
を
妨
«
し
危
ぅ
;'
r:
sか
ら

：
で.あ
る
：o
-.:
',
,
.

:

へ

(t 
一
 )

;«
漭
自
身
:>
.

廊

制

：
の
，
：
た

奶

に

.麻
痺
さ
れ
，て.ゐ
：る
が
故
に
、
當
該it
晝
の
成
功
を
危
ぅ
く
す
る■
無
く
し
て
、
こ
れ
に
着
手
す
る 

M

'#
要
^
る
猶
潛
と
资
質
セ
を
恐
ち
：̂
:般
的
に
持
，ち
合
せ♦
は
居
な
い
か
ら
.で
.あ
る
？

.-
:

ン

.

丨\

■■
'

(

l
e最
後
に
to
も
就
中
、：

財
貨
^
宿
社
f

:

売

条

じ

且

：っ#
現
ず
る
哞
は
、
例
へ
ば
•總
て
の
家
竭
に»
し
、
快
適
に
し
て
且 

同
警
の
衝
淹
爻
建
殼
し̂

据
供
す
る
と
昝^
が

如

奢

大

ー

事

業

い

翁

ぞ

隱

以

來

の

^
大

事

襲

が

榉

，

會
：( 0
直
次
: 0

遭
«

又
は
遷
的
賞
親
は
物
質
的
に
，不
羅
と
考
へ
ら
る
、
か
ら
で
あ
る
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此

遷

窝

ぬ

期

間

暴

何

で

本

る
^

/

ヵ
が
年
始
過
渡
期
間
が
絮
社
會
へ

^

準
備
時
代
名
も1?:

し
で
ゐ
每
；：
.何

：

し
て
彼

.が
此
數
字
を
箅
出
ム%

か
は
用
：か.で
.な
^

が
'

尠
く
:^
4'

龜
數
字
.は
嚴
格
不
動
の
も0
で

•

.
V
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し

て

如

鮮

設

を
« .
,
ふ

べ

ロ

釋

：I l
i '
l

,

' 

f

此

五

十

篇

に

、|

會
_

の
準
備
的
、

て
夫
々
そ
^
原
則
を
麗
に
述
べ
ト
ゐ
石0 

.

.
::
力

'ノ

'

'
こ
.

'

&

を

過

渡

的

社

重

織

と

過

渡

的

政

治

龃

織

に

分

つ

•先
づ
：鍵

■

社

會

雞

の
原
則
..に
就
て
述
べ
言
。
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趣

“ 
れ

醫

は
|

|
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の
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^

と
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切

縫

讓

I

減
し
、I

誉

馨

し

、
凡
ゅ
i

l

l

l
篇
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f
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目
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•
.
.
.
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.
.
.
.
. 

.

.

.
I、
I

必
f『

I

ば

一

切

麗
I

除
す
。
富
I

f

對

し

：
|

績

身

す

。
：

無
月
の
國
費
はJ

.切
廢
除
す
。

. 

-
.
.
.
+
• 

.

.

.

.

.

.

. 

;

. 

.

.

; 

.

.

.

」

.
_切
の
公
職
に
對
し
て
は
夫
々
報
僧
を
支
拂
ふ0
 

而
し
て
そ
の
報
霧
は
充
分
耳
つ
適f

も
の
た
ち
し
め
る
。
. 

•

1
I
!I
i

I

.
勞
働
者
，の
給
料
は
之
を
適
觉
按
排
し
、
又
生
活
要
品
價
格
に
適

M

課
税
しV

*

 ',

以
て
農
思
、
勞
働
者
、■資
產
家
が
夫
.々
自
己
の
勞
嫩 

.及
資
產
を
以
て
安
易
な.る
坐
沿
を
營
ま
し
む
る:0
..

勞
働
若
に
仕
事
を
供‘む
且
っ
貧
^
に
往
宅
を
提
供
す
-?
>
た
め
に
尠
く
と
.も
宄
偉
フ
ラ
'
:
:
ン
.を
支
出
す
る
。
こ
：の
目
的
の
た
め
共
產
社
會 

確
立
：め
雄
備
事
業
を
直
ち.允
開
始
す
る
も
:0
:と
$
;
,
:
$

 ̂

.

.
-
.

:
.軍
隊
，を
河
及
的
食
速

.に
廢
止
す
る
;;
°
但
し
こ
の
.場
合
賠
償
す
る
も
の
と
す
。
解
除
軍
人
は
特
別
の
給
料
を
支
給
し
て
、
之
を
公
益

 ̂

«
に
探
役
す
名
:̂
の
：と
す
：;:
°
ン

'
.
、
^
^
^

有
地
宏
先
づ
财
貨
共
有
邀'の，適
用.に
供
.̂
ノ
之
を
翁
者
の
-
部
 

. 

_ .

.

人
;/
0
;の
蜻
大
^
獨
身
#
の
絕
滅
の
た
^
總
妙
る
手
段
を
講
ず0
:勞
働
者
の
結
猶
を
獎
勵
し
、
之
を
容
易
な
ち
し
め
る
0
 

te
來
社
會
0
連
命
を
負
檐
す
べ
き
第
ニ
國
民
の
敎
育
襄
業
は
過
渡
時
代
の
最
も
茁
耍
な
る
問
題
の
：：

1

で
ぁ
る
。
此
敎
育
事
業
の
目
的 

は
財
貨
业
箱
社
會
を
實
行
す
：：べ
き
能
カ
ぁ.る
市
民
並
：に
勞
働
者
を
養
成
ず
：る
杧
在
る
-0
..で
の
施
設
成
就
の
た
め
年々

一億
法
を
ま
⑴
す 

.る

。

共

和

國

は

糊

民

敎

育

，の

21
大
使
命
を
有
す
る
敎
員
を
養
成
す.る
た
め
‘に
寸
毫
の
經
費
を
惜
ま.な
い
。
彼
等
及
そ
の
家
族
を
優
遇
し
、
 

彼
等
怒
以
て
：<ム
職
巾
最
も
筑
要
な
る
地
位
と
し
て
是
を
尊
敬
す
る
ス
1
レ
.:
■將
來
社
會
實
現
め
前
提
と
し
：て
、
力
べ
：

H.

が
國
民
敎
育
を
，如 

何
に
筑
大
視
し
た
か
は
こ
ル
に
ょっ
て
窺
は
れ
る
。

■

社
會
變
革
原
理
と
し
て
人
民
敎
化
事
業
を
重
大
視
す
る
：こ
と
'は
殆
ん
ど
總
ゅ
る
社 

會
思
想
.家
に
共
通
の
事
實
で
ぁ
る
。
力
べ

H

.も
亦
此
骱
の
筮
要
性
を
强
調
す
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。
財
貨
共
有
社
會
は
今 

後
五
十
年
に
し
て
初
办
て
實.現
の
運
び
と
な
る
が
故
に
今
日
十
五
才
以
上
の
者
は
そ
0
時
.に
到
れ
ば
最
早
當
該
社
會
：の
た
め
に
必
耍
な 

る
勞
働
を
行
ふ
の
義
務
な
き.に
到
る
べ
き
道
理
で
ぁ
る
か
ら
、
彼
等
に
對
し
て
は
一
般
基
本
的
產
業
敎
育
を授
く
.る
必
要
は
.な
い
。
そ 

と
で
今
日
十
五
才
以
下
の
者
、
今
後
出
生
す
べ
き
者
に
對
し
て
專
ら
基
本
的
產
業
敎
育
を
施
行
し
て
財
貨
共
有
社
會
到
來
の
贈
に
備
へ
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:'

へ？
、.シ
,.

.
.

.

'

'、

.?.

司

法

秦

甚

し
:<
簡

易

と

樂

。
：栽
判
;#
は
_

ぢ
ょ
つ
て
任
命̂

te
—

w

®'i
す
る
パ
製
を
ゆ
11
£
し
、
死
W
、
體
㈧
を 

廢
▲
す
る
-^
-羅

訴

I

遙

變

し
^
？
總
S

公

權

遍
f
 
5
個
人
，f

l
保
證
す
る
。
重
罪
被
告
に限
り

、

こ 

於
^
て
栽
決
す
0
.
.
*
.

獄
:?
:
#潔
且
つ
安
易
な
ら
し
む0

J

 

' 

- 0 
-  ̂

^

テ
，
.
'
:
:
、
：
一

 

/
.
,
. 

V

:

_

峙

翁

顧

家

自

身

：
の

翁

犯

ょ

る

.產
模
ぬ
建
設
時
代
で
あ
る
。
建
設
囊
の
成
否
は
懸
つ
て
統
制
的
組
織
の
繁
如
何

に
在 

る
&

:

4
ホ
■

ふ

潘
$

:

れ
故
盘
制
齟
織
.

■

當
す
'る

袅

文

段

代
_

で
意
弋
ぐ
她
代̂

農
業
、
食

- 4

X
.
#
' 
,

0

M

■
 

M

M

V

S

n

 ̂

0

楚
等
の
雪
會
は
各* 
一
 
三
，
 

1

^

.©
欢
表
,#
如
^
減

丨

:M
:̂
f
.
Q
^
員
:#
姑
.產

}
4
;
ー；一,名
は
.り
难

下

礙

委

潰

看

に

細

分

さ

來

る

。
委
員
會
は
所

.

，壬
;

務
の
外
調
燕
|

.
の
类
員
會
と
め
通
信
連
絡1
调
る
。
同
職
の
委
員
.#
は
：州
代
表
部
:'
'
市
町
村
代
表
部
に
も
設
置
さ
れ
る;0
'-
.
.:

.

.

先
づ
0:
業
委
員
會
：は
製
造
：品
金
增
大'1
.、
：危
險
、.不
愉
快
、
：苛
酷
»
る
勞
働
を
人
間
に
代
つ
て
遂
行
し
得
べ
き
諸
機
械
、
技
術
の
後
：
 

明
並
に
輸
入
を
獎
勵
ず
る
こ.と
を
以
て
.重
要
任
務
と
な
す
も
の.で
、
之
が
.た
め
總
ゆ
る
機
械
上
、
工
業
上
の
輿
門
家
を
參
加
せ
し
む
る
。

輿
業
，

は
：.

r
.
£Jt
糧
問
題
に
關
連
す
：を
重
要
產
業
：で
ぁ-:る
が
故
に
.農
業
委
員
會
の
使
命
も
亦1入
进
大 

員
會
は
ニ
#

の
.土
地
が
隈
な
く
、
，
而
も
最̂:
良
く
耕
作
せ
ら
る〜

た
め
極
カ
；努
カ
し
、
：委
員
を
.炸
國
虼
派
遺
し
て
農
業
經
營
ね
方
妹
を 

硏
究
音
し

め

、

#
而
横
に
最
も
適
當
せ
：る
生§

を
揩
示
し
、ヾ

生
産
物
の.：過
不
及
、.融
通
^
圖
り
更
に
榖
物
、
野
菜
、
舐
實
、
家
畜
、
換 

#
す
れ
ば
總
ゆ
る
食
糧
の
：改
善
を
期
し
以.て
全
國
民
：の.：藝
を
良
好
な
ら
じ
む
る
ビ
在
る0
'
.
'
:
,
.

へ

'
;
-
'
:
.

'

.
;

.

食
轍
委
員
會
は
主
*
し
で
醫
漭V

化
學
者
、
鮮
司
を
以
：.て
組
織
ず
o
:食
事
.の
へ
囘
數
と
：時

荆

：食
品
の
數
、
性
質
、
'順
序
、
調
理
、
鹽 

梅
、
#
齡
い
性
別
、.職

證

'̂
ょ
る
變
化
等
に
關
ず.る
：寓
般
の
問
@
を
_

_
し
、.舊
營
養
制
度
：.の
#
害
を
指
摘
し
、
最
善
の
：營

萎

事.

の
制
度
を
硏
究
レ
て
將
來
社
會
到
來
の
隙
に
備
へ
.
る
0
''
;
:

':
リ
 

:

.

i娄
^

は
舡
と
し
て
醫
苕
ャ
圖—

-有

能

勞

働

乾

を

以

て

紙

織

し

フ

ー

男

女

-^

兒
童
ゝ
勞
働
者
の
被
服
^
關
す
る
萬
舣
の
問
題 

を

澈

議

し

マ

國

民

大

衆

の

靶

め

に

^

最

も

怏

適

一

優

美

办

衣

服

釔

指

示

ず

苓

ヨ

 

に

.

パ

'

依
^
婺

參

、
家
具
姿
員#.
も
*
同

機

で

：
ぁ

奄
#
民
は
將
來
馨
ぬ
下
®

v>
て
ぼ
總wi

r

 
一
 

0而
も
よ
い
家
屋
.に
生
活
オ
る
_ 

, 

と
な
^
べ
き
が
：故
に
、
：人
民
代
表
部
は
、
總
ゆ
る
關
係
に
照
し
て
：最
も
：完
全
な
る
糢
範
住
宅
設
計
を
國
民
に
懸
賞
慕
集
し
、
そ
の
最
も 

^
-
耙̂
る
も
め
に
«
し
_て
|

民
の(

名
に
於
い
ゼ
«
賞
し
、
：典
和
»
は

當

画

迄

恭

い

：
で
：

_
铯
計
辩
に
着
手
す
る0
.
*校
、.
病
院
、
.
ェ 

場

ぐ

織

等

：
の
：
公

共

馨

：
に

.つ

.い
'
.て
も

、.家
具
''
什
器
め
場
合
ぢ
つ
：い
で 

•商
業
、H

業

に

關

し

て

、
ほ

A
民
代
表
部
が
^
の
銃
雙
指
導
の
任
杧
當
农P
如
^I

M

大
^

<、、
大
製
造
X
業
家
と
&
づ
て
#I

、

.:
:

力

べ

遍

肇

l

"

'

y

:

:

v
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力
ぺ
ェ
の
共
證
■

系
 

1
1

严

s
i
r
s

)

等
働
者
の
過
不
及
を
調
節
ず
る0
.先
づ
行
蜕
部
に
命
じ̂

:原
.料
0
大
量
勝
入
を
な
し
、
共
和
エ
場
を
建
設
し
.

て
、
國
民
生
沽
に
最
も 

必
要
な
る
織
物
、
衣.服
、
家
什
を
製
造
し.又
家

崖

，
の
：建

築

に

必

要

&
る
.石
材

.、

本

材

、

-

金

物

等

の#
給
に
常
ら
し
.む
：る
。
X
鑛
山
！

掘 

機
械
の
製
逍
の
'た

め

大

規

模

の

共

和

.エ

場

を

缒

設

ず

.̂
'
0是
等
(0
-11
:
場
：.
£從
事
す
る
勞
働
者..の
給
料
、
食
糧
、
衣
服
、
住
宅
は
總
て
共

和
國
に
於 V

之
を
支
辧
ず
る 

6 

:
,

':

, 

:
..
.
:
:
•
■

'

.

.

ノ V:

.か

、

る
，
火

規

榄

の

.建
設
及
製
造
の
靡
業
を
容
总
な
ら
し
む
る
た
：め
.公

寥

«
娄
員
會
を
鑛
織
し
で
、#

«
の
秩
序
を
司
ら
し
め
る
。 

將
來
社
會
實
現
の
準
備
と
し
て
敎
乾
靡
業
の..道
要
な
.る
：が
故
忙
.，敦
育
赛
員
會
の
任
務
は
極
め
て
逋
大
で
あ
る
。
產
員
會
は
現
夼
の

&

 

も
莊
大
な
.る
公
共
建
物
を
臨
時
學
舍
に
當
て.、
萬
.股
の
霞
饊
备
.し
系
耿
耿
、.
0
の
.敎
胄
者
學
苕
.の
養
成
.に
努
tf
-
o然
る
後
先
づ 

十

.7
1
.才
乃
至
三
十
.才
の
靑
年
を
收
容
し
セ
讀
方
、
.書
方
、
及
び
市
民
と
し
て
將
又
勞
働
容
と
し
て
最
も
有
用
な
る
知
識
を
授
け
る
。
又 

過
波
的
敎
宵
客
發
布
し
た
。
此
法
令
は
將
來
社
會
に
於
る
敎
育
令
と
殆
ん
ど
異
る
も
の
で
は
な
い

o 
.こ
れ
に
ょ
つ
て
.十
才
乃
至
十
五 

才
の
兒
童
は
性
別
、
貧
富
の
別
な
く
總
て
義
務
敎
育
を
課
せ
ら
れ
V
新
組
織
並
..に«
貨
共
有
社
會
の
何
物
か
に
つ
い
て
敎
を
受
け
る
。 

十
才
以
下
の
兒
宽
は
總
て
無
料.に
て
十
八
才
迄
共
同
養
育5:
-
-受
け
、
財
貨
共
有
社
會
の
坐
，活
に
完
全
に
慣
熟
せ
し
め
ら
れ
る
。

.最
後
に
.
 

敎
員
養
成
の
た
め
、
生
徙.敎
育
の
た
办
叉
全
市
民
敎
育
の
た
め
夫
々
：必
要
な
る
齊
物
.を
編
^
す
.る
。
 

•

.

.過
渡
期
S
示
敎
は
ど
ぅ
な
る
か
。
宗
敎
を
政
府
ょ
り
全
く
分
離
し
、
尊
&
神

の

：
崇

敬

と

霍

.
の

布

敎

と
.
いふ

.

.宗
敎
本
來
の
使
命
に
立 

ち
歸
ら
し
.

め
、
.r

切s

信
敎
の
自
由
を

承
認
ず
る
■
o

c

i

.

:

.

.

'
.■'

,.
(

i
 

. 

c
t
; 

op. cit, 

P
V
3
6
S-
6
9
. 

. 

'

'過
渡
時
代
の
政
治
組
織
の
要
素
は
以
上
述
べ
た
所
に
よ
っ
て
盡
I

?
 

• 

. 

' 

•

K

述
の
諸
原
則
：がI

組
鵪
並
に
政
治
組
織
に
就
て
部
分
的
よI

體
的
に
間
然
す
る
所
無
く
實
現
さ
れ
終
一
る
時
に
と
そ
人
頃
の
窮

局
.同
標
た
る
北
ハ
淹
社
龠
呔
現
出
す
ふ
？
此
過
程$:
-
ヵ
.べ
ェ
.が
^
十
年
ど
諸
算
し
ス
ゐ
み
事
は
庇
に
述
べ
た
通
り
す̂る
の
•

過
渡
期
に
關
す
る.方
：
ベ

エ

の

見

解

，の

要

旨

は

'上
述
せ
し
如
く
'で
あ
る
が
、1力

べ.

工
.ば
此
過
渡
期
.の
着
想
を
以
て
彼
以
前
の
社
會
思
想 

家
の
理
想
社
會
計
畫
と
根
本
的
に
相
違
す
る
點
で
あ
る
と
自
ら
稱
し
て
ゐ
る

O

M
シ
ュ
ゥ
ド
ル
ば
過
渡
制
度
の
眞JE
-
O '
性
質
及
窮
局 

.の
結
艰
を
理
解
し
、
表
明
し
た
と̂
ふ
各
#
ぼ
，力
べ
.エ
の
.も
の
.で
あ
る
と
稱
し
てC

る
結
局
に
於
い
て
彼
の
.口
吻
を
是
認
す
る
も
の
の 

如
く
で
あ
各
。
併
し
乍
ら
兩
者
共
に
芷
鶬
を
得
て
ゐ
な
い
。

：

力
べ
.H

の
.獨
善
的
態
度
と
シ
ュ
か
ド
ル
の
不
.設
素
と
は
共
に
許
し
難
い
と 

思
ふ
。
，メ
リ
、

H

:'
モ

レ
リ

ィ

、
.
モ

ォ

ア

、

，，
カ

ム

•
ハ
•ネ

ルラ
.に
過
渡
期
の
：思
想
が
皆
無
な
各
鄯
は
洵
に
カ
べ
^

の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
：る 

が
、
，然
ら
ば
、パ
ブ
ゥ
，
.フ
は
如
何
.、.ブ
オ
チ
ロ
チ
.ッ
は
如
何
。
固
よ
り
過
渡
期
の
着
想
は
、パ
：ブ
'ケ
フ
、
ブ
オ
-ナ
ロ
ッ
チ
に
■創
つ
た
も
の
と 

-

は
言
へ
/X
S
0
.
し
力
し
彼
等
.に
於
い
.て
一
辰
茶
統
的
.に
、
詳
細
に
且
つ
合
理
的
に•現
.は
.ル
て
ゐ
る
の
.を
認
め
る
。.又
^
に
こ
そ
パ
ブ
ゥ 

-
•フ
、午
：義
'の
眞
價
と
使
命
は
：存
在
す
る0：
過
渡
期
の
着
想
は.力
ベ
エ
の
創
見
で
は
な
く
、
否
寧
ろ■パ
ブ
ゥ
フ
主
義
^
承
唆
を
得
た
も
の
と 

.見
る
こ
，と

が

正

當

で

お

.
ら

ぅ

'o
'
.
:
'力
.ベ
土 
.
の
..高
言
、
シ
at

氏
の
.輕
卒
共
.に
許
し
雞
い0-
. 

•
.

O
H
)

 

cabet” 

o
p
r
.
o.
i
t
.
, 

p. 343.
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-
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• 

• 

: 

•

過
渡
期
の
思
，想
其
奢
の
內
容.に
•つ
い
て
言
つて
も

、

別
段
、
特
筆
前
目
す
べ
き
も
の
を
發
見
し
な
い
。
、パ
ブ
ゥ
フ
の
見
解
に
比
し
て 

.滴
色
大
な
る
は
！

一

よ
り
で
'あ
..つ
て
、
' 更
に
ボ
ナ
ッ
セ
ル
に
對
し
て
も
級
し
て
優
れ
る
や
を
保
し
難
い
。
過
^
:
の
思
想
に
つ
い
て
力
べ 

V
Hが
、パ
ブ
；V
フ
.と
異
る
主
要
點
«■
彼
が
齙
存
私
有
財
産
を
容
認
し
て
有
產
者
を
庇
護.せ
る
事
、
更
に
政
治
形
態
を
獨
裁
制
と
せ
ず
段
主 

共
和
國
と
し
て
•ゐ
る

，
點

で

あ

る

。

•吾
人

.
は

か

 

> る
微
溫
手
段
に
よ
つ.て
將
來
社
#
の
建
設
事
業
が
支
障
な
く
、
豫
定
通
り
.に
成
就
さ
れ 

得
る
や
杳
や
に
疑
戤
を
持
つ
。

：

兹
に
空
想
主
義
者'

H

通
有
の
樂
天
的
傾
向
が
現
は
れ.て
、ゐ
ふ
办
ぞ
見
穹
右
以
點
に
就
て
も
各
人
は
寧 

カ
べ
エ
ウ
共
靡
主̂
體
系
-
 

..I 

.マ

五

.' ニ
..

s
r
\
.

^
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;

.
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■

.そ
の
‘
.共
.跑
義
勝
系 

I 
一
 r

六

ぃ
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l

a
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ぃ：：な
^

え
ゥ
.フ
办
'見
解
に
合
理
协
を
認«>
.
>
0
^
_
1,
'て
聰
^-
-九
べ
.：エ
ノ0 )
_
 

對
ず
る
1
|識
(0
'
未
熟
、
不
欹 

.

.

.
底
#
る
に
恶
0'
す

夸
.鬼
も
あ
れ
、
逾

勝

鄉

の

證

は

ヵ

.べ\;:
ラ
の
全
體
系
电
嵐
が
現
»
的
部
分
で 

過
歡
の
問
題
に
手
を
觸
れ
た
事
ぼ
爾
に
盎
想
主
_
孝
の
.
1大
進
步
と
1.
:て
：特
_

3
で

よ

い

と

思

今
:

■

/

:

六
，
.
革
命
方
法
奴
間©
 

V 

革
命
手
段
を
太
別
す
れ
ば
平
和
的
方
法
と
暴
ヵ
的
方
敗
と
に
分
^.
れ
ー
る
：。
：

社
龠
變
革

CD
-
.方
法
と
.しV

力
べ
エ
が
擇
糸
も
の
は
流
衆
即 

ち
平
和
的
か
法
で
あ
る-°
何
故
に
彼
は
#
カ
を
囘
避
ず
る
か0
予
の
觀
る
所
に
據
れ
ば
、
彼
の
暴
力
否
定
論̂.
消
極
的
に
は
經
驗
的
又 

は
物
質
的
根
據
と
積
極
的
に
ば
道
徳
的
根
據
に
茈
く
？
，

.然
ら
.ば
暴
ヵ
舉
命
は
何
故
に
經
驗
的
物
質
的
理
凼
か
ら
不
可
腺
で
.'あ
>る
か
.
0 

.
ヵ
べ
エ
に
依
れ
ば
、
旣
亦
の
政
治
權
カ
の
.强
大
に
鑑
れ 

ば
'
藜
力
は
.畢
窕
無
力
^:
る
螳
螂
の
斧
た
る
に.過
ぎ
.ぬ
、
之
を
打
»
す
.る
が
如
ぎ
ほ
暴
カ.の
酿
底
企
及
し
得
ざ
る
：所
で
あ
るo:
其
自
身 

*
證
勞
な
る
手
段
の
.行
條
は
避
く
べ
き
、で
あ
：る
と
：
o
力
べ
：5
呔
謂
つ
.
.て
ゐ
：を
、.鶉

ガ

繁S

總
咴
る
機
會
と
の
戰'爭
.で
.あ
'る
。
•
そ

は 

極
め
.で
闲
難
で
.あ
る
？
何
と
&
れ
ば
.政
府
は
そ
の
統
治
組
織
に
：於
：い
て
、
.貴
族

所
有
に
於
い
.て
、
國
g
、
\軍
隊
、
裁
判
所
’
敬
暴
に
於
い
で
耳
大
な
务
質
ガ
を
有
ず
る
か
ら
で
あ
令
多
數
?
CD
:
;る
こ
と
.は
被
'#
,
2ー
者 

に
と
.つ
て
队
し
て
全
部
で
■は
なぃ
。
彼
等
.は
..向
ら
を
；軍
隊
.に
組
織
し
&
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
。
政
府
は.か
、
る
組
織
を
.妨
«
す
る
た
め
に
.-全 

力
を
用
ふ
.る
。
勇
氣
を
.否
、
英
雄
的
與
氣
を
有.つ
こ
と
も
決
し
て.金
：部
で
は
な
.い
。
.何
と
な
.れ
ば
：反
對
者
も
亦
同
じ
：ぐ
奥
氣
を
す
つ
こ 

と

が

出

來

，
る

か

ら

で

あ

％

01
ら
の
；
.献
身
的
奉
仕
に
對
し
無
限(0
信
.賴
5:
-
.持
つ

：
こ

と

も

亦

全

部

で

は

，な

W
O付
と
な
1.
‘ば
^
は
ー
手?-
说 

輝
を
唆
止
る
ヒ
と
は
出
來
な.ぃ
か
ら
.で
あ
：る
。
暴
力
革
命
は
今
日
に'始
つ
た
も
の
.で
は
な
い
P
.數
维
と
.し
て
阈
民
於
そ
.0 -
.
&
鎌

餐
 

淚
す
た
め
に
貴
族
階
級
の
顧#
を
脫
す
べ
'
<<
摩
命
を
饿
し
.な
如
事
は
な
如
っ
た。
' し
如
し
希
望
さ
れ
：た
拿
命
の
多
き
に
比

べ

て

企

€

ら

れ
た
芾
命
の
數
ぼM
ぐ
少
數
で：

あ
つ
た
。
趣
命
は
企
セ
ら
れ
て
も§

し
た
も
.の
は
^
數
で
积
ウ
每
■成
功
し
て
%

纏
セ
貴
族
階
紙 

Q

た
め
に
横
取
り
さ
れ
を
か
、.絡
滅
さ
：れ
奴
か
し
，で
、
自
的
を
達
成
じ
た
も
の
：ば
稀
有
セ
赵
つ
だ
。
一
そ
め
適
例
は
バ
ブ

.ゥ
：
ブ
の
.
課
叛
を 

始
め
.牧
擧
す
.る
：.に
追
が
な
い
0わ
し
セ
頓
挫
し
、
敗
北
杧
終
づ
た
革
命
鞒
國
埤
を
茶
毒
1>
だ
も
：の
は
な
れ
9
國
民
良
身
0.屋
み

に
暴
力
は
排
除
さ•
ベ
-き
セ
^
各
と 

o
cl:
')

:'
:1
:
:
-

—

'
”
 

/'
•■
•:
.
'
' ハ 

’■■
'

(

i

 

Q

S
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 0?
 

0^
-
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- 

- 

V
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:
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:

:

:

'

■

:

.

.
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.

 

に

依
之
觀
是 

>
:
ヵ
ベ'H

は

ず̂
む

^
^
^
茧
命
そ
の

を̂
絕

^
に̂

^
せ̂

ず

ゝ

順

そ

れ

が―
-̂
ヵ

^
で̂
あ
'る
ど
言
ふ
經
驗
的
事 

實

：
に
：俅

つ

：

そ̂
；0
非
を
說
痂
ん
士
ず
る

»
:の，
の

如

べ

で

あ

る

9

:
.
'
ハ

.

.

.':
, 

: 

V 

次
に力

べ
！：！：

は
遒
德
的

®她
k
tて
：
縣

：力

革

命

を

否

認

、
せ

ん

士

^

彼̂

は

階

級_乘
を

.否
認

1-
る

。
-'
:
.
總

て

人

類

は

.
四

悔

同

胞

セ

あ
 

る
。：
富
者

■は
翁

素

七

同«の
.人即
で
あ
り
、
.
.
脅

，者

：と

同

樣

，
：
に

苦

等

の

兑

弟

兮

^̂
^

鹏
迫
す
る
こ
と
と
！

H

檄
に
逆
德
彿
に
避.認
ず
べ
か
ら
ざ
■る
行
動
で
あ
る
。
彼
は
謂
つ
て
言
ー
ふ
、
•甯
者
は
貧
翁
と
同
機
の
人
間
で
あ
る
、 

而
も
贫
者
と
.同
嫌
に
菩
等
の
.兄
弟
で
あ
.る
'0
.勿
論
富
者
を
し
て
廊
迫.者
た
ら
ざ
ち
1>
め
，#
ば
な
：ら
ぬ
0
”し
か
し
彼
等
.の
だ
め
に
糜
迫
：さ.
 

れ
る
こ
士
散
き
と
共
に.、
，彼
等
>
爾
廹
し
_て
蛣
农
ち
^
い
0
總
て
の
入
間
の
幸
福
を
作
が
出
ず
た
め
阵
エ
夹
さ
れ
だ
財
貨
共
有
社
兪
が 

初
^
か
ら
太
部
分
の
人
：タ
を
央
望
さ
せ
る
事
が
あ
，つ
'
は̂
な
ち
ね
0
:
,
菩
等
は
彼
等
を
僧
ん
で
さ.へ
へ
な
；6
ぬ
。
何
と
な
.れ
：
ば

彼

等

：：
の

偏

觅 

i
:罪

；惡4
は
、
：
爾
'#
の
.不
完
全
及
部
惡
^

音
-<
词
機
ラ

る
め
.か
^
,る
；不
與
の
#1
纖
名
を
勰
_オ
の
人
：間
を
基
牝
せ:1
.
-̂
る
：サ
^
ン
*1
?
弟
る
:-
9
吾
人
は
彼
等
を
ば^

^
か
ら
解
放
^
^
け
れ
ば
な 

ら
な
い0
し
か
し
,

て
キ
V
.ス'ト
，.が
赏
者
を
打
倒
し
な
.い
で
只
富
と
貧
困
の
嚒
止
を
說
法
し
て
彼
等
を
改
宗
さ
せ
た
様
杧
、
サ
タ
ン
を 

.追
.■.ふ

於
め
に赴
等
.の
人
.々
を
燒
殺'^
て
.は
な
ら
"ぬ
。
一
言
に
し
て
言
へ
ば
貧
者
を
富
者
の
犠
牲
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
共
に
富
者
を

力
：.ベ
.H

,

s

#

»

_

M

m
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(

|
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力
べ
エ
の
共
座
虫

.義

體

牵'
.

:-
-
’ 

■

N

.

貴
.

者
.

の
犠
牲
と
し
.

て
は
.

な
ら
ぬ
.

と
O

C

1V

.
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a
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p
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V
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V 

/

•

,

,

.

要
す
.

る
.

5

ベ

H
は
揚
力
堪
命
は
_

政
治
權
カ
•

に
對
し
て
は
■

無
效
に
歸
せ
：
.

ざ
I

得
な
い
事
、
更
に
人
類
は
：現
狀
の
如
可
に
.
 

不
拘
、
本
來
四
海
同
胞
な
る
が
故
S

者

猛

者
S

し
て
發
カ
を
行
使
す
る
こ
と
.は
霍
的
罪
惡
で
あ
る
と
い
ふ
一
.
,
個

の

見

也

ょ

技
 

暴
力
S

を
否
認
せ
ん
と
す
f

:

の
で
あ
る
が
、
同
じ
ぐ
暴
力
革
命
否
認
の
极
據
乍
ら
I

彼
は
寧
ろ
後
背
の
場
合
f

道
徳
的
S

t

 

り
す
る
暴
力
•

霊
に
重
を
置
い
て
ゐ
た
：や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
而
し
て
此
立
場
i

想
的
社
會
主
義
者
に
通
有
な
る
特
•

徵
.で
あ
っ
て
例
へ 

ば
サ
ン
•

シ
モ
シ
、
，オ

ン
等
は
そ
の
.

代
表
的
人
物
で
.
f

 o
:

 s

-x

:
歷
史
上
の
階
級
I

暴
實
に
着
乱
し
乍
ら
、
f

 

I

I

.

 

る
空
想
的
社
會
生
_

者
の
巍
骨
頭
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
：
ノ 

.
：

' ;
.

 

_
■

.

S

努

手

攻

が

_

出
來
な
.い
と
ず
れ
ば
、
••殘
る
方

法

は_

非

で
も
平

和

手

段S

っ
i

.
り
他

は
な
い
。'
.

力
.ベ
-
忘
 

の

た

め

に

ー

彭

ふ

る

手

段

は

議

論

說

敎

、

納

得

、

著

作

等

で

.あ

る

が

z

疋
も
亦
、:

サ
ン
•

シ
モ
ン
、

I
V
.

ゥ

リ
エ
、
ォ
ォ
エ
ン
暴
匸
ル
.1
す
る 

要

素

で

あ

っ

て固
ょ
り
決

し

て.彼

自

身

の.霊

I

な
い
の
で
あ
る
。
力
べ
ェ

は

謂

ふ

『

總
て

薩

民
、
選

擧

人

、立
法
家

、

I

ぶ
 

ヵ

財
4

共

有

：
取

食

の

原

理

'
に

^

承

す

る

迄

.
說

敎し
、
著
作
を
著
し
、
_

f

を
戰
は
し
.、
靈

さ

せ

：.るC
.

國

民

が

改

警
.3

3

し
、

さ
へ
2

を
I

す
る
丈
で
は
充
分
で
は
な
い
。
就
中
、
系
統
、
綴

、
敎
理
、
政
治
、
宗
敎
を
必
要
と
す
る

。
自

ら

恵

、
兄
弟
： 

民
、

h

主
•
_

、
共

拿
_

、
.

共

璧
_

と
稱
す
る
丈
で
は
充
分
で
は
な
い
。
自
ら
そ
れ
を
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

_

一
 

切
の
自 

氐
の
權
利
を
行
使
す
る
の
希
望
と
意
思
を
有
つ
と
共
に
又
自
已
の
總
'

て
の
義
：務
I

行
す
る

の

S

命
I

す
こ
と
は
今
晶
つ

_

で
は
な
ぃ
ケ
.

：然

ら

繁

繁

數

の

|

は
如
何
に
失
敗
し
た
か
。
國
民
が
明
t

る
I

I
た̂̂
 

か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
1

1

)

 

.先
づ

裏

の
I

I

て
f

な

忠

里

ら

g
。

ん

mm，

を
改
宗
せ
し
む
る
人
並
勝
れ
た
勢
力
を
有
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
富
背
の

.改
宗
を
危
惧
す
f

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
杷
薆
に 

す
ぎ
な
い
。
リ
ク
ル
グ
ス
、
ア
ジ
ス
、
ソ
ロ
ン
、
グ
ラ
ッ
カ
ス
>
モ
オ
ア
> 
シ
ドa

ィ
、

へ
ル
ヴ
CC
チ
そ
ウ
ス
、
マ
ブ
リ
ィ
、
チ
ュ
ル 

ゴ
オ
、.
コ
ン
ド
ル
セ
エ.
.、.そ
の
他
幾
千
の
思
想
家
は
總
て
富
布
、
貴
族
階
級
に
屬
す
る
人
々
で
あ
り
，
又
貴
族
階
級
の
婦
人
、
靑
年
の 

問
に
は
神
盥
な
る
人
類
愛
の
精
神
が
横
溢
し
て
ゐ
る
。
貴
族
階
級
の
改
宗
を
危
ぶ
事
は
笑
ふ
可
き
取
越
苦
勞
と
言
ふ
外
は
な
い
と

。
？) 

(1-0 

caeet;. 

o
o
. 

c
r
'
p
. 

5

0̂
.
5
P

.
力
べ
.

H

の
，提
議
す
る
所
謂
平
和
的
璀
命
は
近
代
社
會
民
、手
王
義
氧
が
求
む
る
が
如
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
に
依
る
段
衆
の
議
會
に
於
け
る 

數
fL
的
增
加
に
■
く
も
の
で
は
'な
く
、
貴
族
階
級
及
富
者
の
称
蒙
覺
醒
に
ょ•る
自
發
的
、
開
明
的
な
る
權
カ
放
棄
に
迤
く
も
の
で
あ
る
。 

問
題
は
只
、
彼
等
支
配
階
級
が
娘
し.て
理
性
と
眞
理
と
の
力
に
覺
醍
し
て、
' 自
發
：

g

に
將
來
の
共
產
社
會
ベ

Q

解
消
を
肯
ん
ず
る
か
否 

か
に
祛
る
。
力
べ
エ.は
支
配
階
級
の
.關
明
な
る
態
度
に
信
賴
し
て
彼
等0
反
對
を
毫
も
$

.
に
入
れ
て
ゐ
な
い
様
、に
思
は
る
\
。
茲
に 

空
想
主
義
に
共
有
な
る
藥
觀
的tl
度
が
明
か
に
現
は
，れ
て
ゐ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
共
產
黨
宣
言

」

セ
社
會
主
義
及
共
產
走
義
文
書
を
批'
 

評
.し
た
窣
句
の
.中
に
，は
次
の
や
う
な
言
葉
が
あ
る
。

『

彼

等(

空
想
的
社
龠
主
義
者

)

は
總
て
の
社
#:
成
員
の
爲
に
、
共
の
最
も
善
き
地 

位
に
居
る
者
の
爲
に
す
ら
も' 
典
生
活
狀
態
を
改
善
し
や
う
と
し
た
。，
從
つ
て
彼
等
は
不
斷
に
無
差
別
に
、
社

#
全
體
に
對
し
、
否
、 

殊
に
支
配
階
級
に
對
し
て̂

へ
た
。：

人
が
苟
く
も
彼
等
の
學
說
を
现
解
す
：る
以
；上
、
最
上
可
：能
の
社
會
に
對
す
る
.最
上
可
能
の
考
案
と 

し
て
そ
れ
を
認
め
な
い
養
が
な'い
と
#
ふ
0
であ夕た。故
に
彼
等
は
礫
て
の
行
動
を
排
斥
し
た
。
彼等

.は
平
和
0
方
^
に
依
M
 

つ
、て
ぞ
の
目
的
を'達
し
や
う
と
.し
た』

'と
。

cl>:

.

.

.
こ
S
暴
は
そ
の
傳
ヵ
べH .

に
適
用
さ
：れ
る，

^

■'
■

(

I

V

ベ
大
田
黑
、
，早
川
共
譯
■

マ\

ル
グ
ス
共
產
S

宣
言
，
昭
和
二
年
、T

一'

七
頁」

'

へ
.

■

:

■

.

、
'

.上
述
せ
，し
所
に
ょ
つ
て
明
か
な
る
が
如
く
力
べ
ヱ
や
虫
張
ば
鑤
カ
革
命
の
^
除
ヽ
平
和
的
方
法
め
採
擇
で
あ
令
单
命
手
段
と
し
て 

力
べH ,

の
共
：旗

主

義

體

系

，

 

ニ
'九

(

二
四
.八
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力
べ
エ
の
井
產
中
：義
體
系

,
 

M

I

O(

ニ
3
八
六)

い

の

f

て
あ
る
力
へH

の
|

る
が
に
ょ
れ
ば
、I

I

は
激
烈
I

流
血
の
看
で
あ
つ
た
。
こ1

$

命
こ

ょ

て

れ

ド

は

I

I

较

、
リ
ッ
ク
ス
'ド
"
.ク
S

の
政
治
I

國

着

判

篇

i

る
か
、
f
 

i

i

l

f

は
s

:
て
彼
が
暴
l

l

g
現
で
.I

か
i

假
面
で
あ
I

I

る

i

 

H

段
^

題
®

し
て
力
べH

の
見
解
が
真
一
嘗
缺
s

l

s

f
事
は
祟
な
い
。
と
の
問
題
を

「

イ
カ
，
^

 

I

の
t

f殊
.に
彼
の
1

8

原
則
i

響

と
I

る
べ
I

f

義
信
職

^
 

p
d.
m

n

努

を

極

力
I

し
て
I

-#
段
|

_
し
て
ゐ
る
。
.而
し
て
此
藤
f

後
f

於
い
て
も
I

f

所
が
な
い
O J 

以
て
不
I

I

I
ベ
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I
意
I

察
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助
：と
な
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い
で
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ぅ
か
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X
 H

の
I

表

は

慕

法

I

く
囊
の
要
求
で
あ
？

、.
I
的
羅
の
歸
結
で
は
：I

モ
レ
：リ
イ
、
.マ
ブ
リ
イ
、4
ブ 

t

r

r:
,
モ

ン

1

.

1
才
ォ
エ
シ
等
と
共
に
空
想
的
社
富
義
の
名
を
冠
せ
ら
.る
、
所
以
で
あ
る
。

彼
；の

憲
す

る

诉
 

は
I

J

に
I

I

レ
f

ヤ
の
解
放
で
は
な
ぐ
し
て
、
同
胞I

に
よ
I

人

響

I

I

I
。

l

i

化
に

よ
る
社
命
變
革
の_
然
的
屁11

は
彼
の
好
ま
で
る
所
で
あ
り
叉
现
解
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
彼
に
は
階
級
概
念
が
明
か
で
は
な
い
。
ブ 

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
イ
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
概
念
は
尙
全
く
規
觉
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い

o

封
難
社
#
の
殘
滓
た
る
貴
族
階
級
が
彼
に
と
つ
て
は
重 

要
で
あ
る
。
こ
の
階
級
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
イ
に
代
つ
て
尙
支
配
階
級
と
し
て
彼
に
映
ず
る
。
彼
の
階
級
別
は
富
者
と
資
衰
で
あ
る
。
サ 

ン
•
シ
モ
ン
は
此
時
代
不
充
分
乍
ら
も
旣
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
產
業
者
の
1
別
を
規
定
し
、
ル
イ
，
ブ
ラ
ン
も
亦
ブ
ル
ジ3ワ
ジ
イ
と
人
民 

:
p
e
u
p
l
e

-.
の
對
立
を
把
振
し
て
ゐ
た
。
こ
の
點
に
於
て
彼
は
非
常
に
遲
れ
て
ゐ
た
。
階
級
概
念
の
不
明
は
彼
の
一
大
缺
點
で
あ
る
。 

.暴
力
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命
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否
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社

パ
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，
ウ

フ
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ラ
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氏
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除

い

て

所

謂

空

：想

社

會

主

，
義

者

の

共

逋

.點

.̂
し
.て
敢
て
之
れ
を
指
摘
す
る
迄
も
な
い
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#
力
革
命
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否
定
ば
他
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性
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リ
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調
は
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敎
で
あ
.る
0
恶
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敎
の
精
神
よ
り
共
産
主
義
を
演
釋
せ
ル
と
す
る
態
度
は
'ワ
イ
ト
”
V

C
ル 

ル
ウ
、
ラ
：ム
ネ
を
想
起
せ
し
む
る
。イ
ブ
ウ
フ
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
.對
立
.す
るI

太
特
徵
で
あ
る
。
カ
ゲ
ル
，グ
リ
ユ
シ
がワ
イ
ト 

リ
ン
グ
を
.獨
逸
の
力
べ
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と

稱

ん
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の
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は決
し
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理
由
な
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.
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の
.叩
題
.に
着
目
し
て
、
そ
の.解
決
に
肉
迪
し
た
點
は
縦
令
尙
フ
汐
リ-
に
及
试
ざ
る
も
、
彼
と
共
に
特
筆
せ
ら
る
.可 

き
で
あ
ら
ろ
';
0
典
產
主
義
を
道
德
的
要
：求
よ
り
演
釋
す
る
こ
の
浚
想
的
な
る
彼
戈
1面
ク
現
實
主
義
者
、
進
化‘主
蕺
#
た
ち
し
む
る
も 

，
の

は

過

渡

期
.布
抱
の
必
要
を
霞
く
邊
り
で
あ
ら
ぅ
。
：
こ
の
..着
想
は
前
任
者
殊
に
パ
ブ
タ
フ
の
體
系
杷
示
唆
さ
れ
た
も
：の
で
あ
ら
ぅ
。
爾 

客
の
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想
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貸
付
對
照
表
の
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1

顧
的
m
的』

な
る
題
下
に
本
誌
第
一
一
十
：
五
卷
第
七

.號
を
通
じ
て
其
の
前
半
を
紹
介
し
た

F
i
s
h
e
r

の
著

.

u
e
b
e
r

-ele 

Grundpgen 

I
g
l
o
f
t
.
の
後
半
を
此
處
に
公
に
す
る
。
本
稿
の
表
題

) 」

同
じ
辟
浴
の
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
第
二
編
は
第
一
：編
に
次
ぐ
散
九 

軍
に
始
ま
っ
て
第
十
七
軍
に
終
る
九
軍
ょ
り
成
る
が
、
此
處
に
收
錄
し
た
の
は

.其
の
第
十
ー5.
に
至
る
ま
.で
の
四
章
で
ぁ
っ
て
、
便
{且
上
第
九 

:

箪
を
以
っ
て
第
一
葷
に
充
て
以
下
原
箸
の
章
數
に
依
ら
な
い
こ
7£
^
し
た
。
：此
の
部
分
は
所
謂
贷
借
對
照
表
憤
値
論
に
該
當
す
る
も
の
，で
、
爾 

.

"後
の
諸
草W

切
り
離
し
て
見
て
も
格
別
：不
撒
合
は
な
い
け
れ
ど
%'
、
猶
味
第
十
三
窜
以
下_
が
る
猬
値
論
の
极
據
に
立
ち
入
っ
.て
解
說
を
行
っ 

:
て
ゐ
る
部
分
ば
慶
應
義
孰
：產
業
研
究
會
發
行
の
，
"

「

產
業
硎
究」

第
ゼ
輯
の
誌
上
を
饊̂

發̂
表
ず
ん
機
徵
を
與
へ
ら
れ
た
か
ら
、
就
い
て
參
照 
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ん
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を
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す'る
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.
1章

.囘
顧
的
損
益
訐
薄
に
於
け
る
先
見
的
要
素
め|1
4
.現
呔
如
何
に
說
明
せ
ら
る、
,
？

^

-,

,
'商
禀上
：：

の
損
益
算
定
の
數
字
を
獨
究
評M
に
_
い
て
左
右
す
各
：こ

「

と
が
雜
斷
で
ぁ
り
反
則
で
あ
る
と̂
ふ
ご
ど
が
確
め』

れ
？
|1
'
つ 

'匕
.の
：方
法
を
支
持
せ
：ん
と
ず
る
商
法
第
四
十
條
が
否
宛
せ
ら
る

〜

に
及
ん
.で、

茲
に
始
め
て
：商
事
上
の
實
際
に
行は
れ
.てゐ
る
原
價
の 

修
班
變
觅
：に
關
し
て
の
叙
述
を
始.む
べ
ぎ
順
廢
と
な.つ
た
？
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